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1．調査計画の概要 
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調査の目的 

全国の20歳～79歳の男女個人を対象に、投資信託の保有状況や特徴 
認知、満足度、積立投資の認知などを把握すると同時に、投資信託保有 
未経験層に対しては、非購入理由や購入検討のきっかけを確認することで、
「貯蓄から資産形成へ」の流れを促進するための課題を探り、今後の投資 
信託の利用拡大及び啓発普及活動に役立つ資料とすること。 

調査手法 

インターネット調査（抽出フレーム：NRCネットワークパネル） 
※ インターネット調査のモニターは、一般的に情報感度が高い事が確認 
   されており、金融商品（投資信託）においては保有率や制度認知が 
   郵送調査モニターなどに比べて高めに出る傾向にあります。 
   また、今回パネルが変更となったため、前回までとデータ傾向の異なる 
   箇所があります。 

調査地域 全国（首都圏、阪神圏、その他地域の３ブロック） 
調査対象 20～79歳の男女 

サンプル数 

総計20,000サンプル 
 

＊ 性・年代・エリアで割付実施（割付は平成30年1月1日現在の住民基本台帳に基づく）。 
＊ 職業条件による除外は実施していない。 
 

＜性・年代・エリアごとの回収数詳細＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
※ エリアの定義とエリア計での回収数は以下の通り。 
 

    首都圏： 東京、神奈川、埼玉、千葉／計5,821サンプル 
    阪神圏： 大阪、京都、兵庫、奈良／計2,882サンプル 
  その他地域： 上記以外の都道府県／計11,297サンプル 
 

調査時期 2019年11月13日（水）～ 11月18日（月） 
調査主体 一般社団法人 投資信託協会 
調査実施機関 株式会社日本リサーチセンター 

1．調査計画の概要 

20-29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60-69歳 70-79歳 20-79歳計
首都圏 415 515 651 508 467 388 2,944
阪神圏 192 222 297 236 245 210 1,402
その他地域 729 892 1,106 947 1,109 819 5,602
男性計 1,336 1,629 2,054 1,691 1,821 1,417 9,948
首都圏 397 482 605 469 475 449 2,877
阪神圏 192 225 302 243 266 252 1,480
その他地域 685 851 1,069 958 1,159 973 5,695
女性計 1,274 1,558 1,976 1,670 1,900 1,674 10,052
TOTAL 2,610 3,187 4,030 3,361 3,721 3,091 20,000

男性

女性
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分析軸 カテゴリー 備考 

基
本
軸
1  

性別 
1 男性 

Q30の調査結果から作成 
2 女性 

年代別 

1 20代 

Q31の調査結果から作成 

2 30代 

3 40代 

4 50代 

5 60代 

6 70代 

世帯年収別 

1 100万円未満 

Q33①の調査結果から作成 

2 ～300万円 

3 ～500万円 

4 ～1000万円 

5 ～1000万円以上 

基
本
軸
2 

投資信託 
保有状況別 

1 現在保有層 Q2で投資信託を「1.現在保有している」回答者 

2 保有経験層（現在非保有） Q2で投資信託を「2.以前保有していたが、 
現在は保有していない」回答者 

3 保有未経験層（金融資産保有経験有） Q2で投資信託を「3.今まで保有したことはない」且つ 
Q1で金融資産を「1.保有したことがある」回答者 

4 保有未経験層（金融資産保有経験無） Q2で投資信託を「3.今まで保有したことはない」且つ 
Q1で金融資産を「2.保有したことはない」回答者 

投資信託 
現在保有種類別 

1 株式投資信託保有層 
Q6現在保有投資信託商品で「1.国内株式に投資する
投資信託」か「3.外国株式に投資する投資信託」の回答
者 

2 その他投資信託保有層 

Q6現在保有投資信託商品で「2.国内債券に投資する
投資信託」、「4.外国債券（国債、ハイイールド債等）
に投資する投資信託」から「9.不動産投信〔J－リート〕」
までのいずれかの回答者 
 
※但し、上記の「株式投資信託保有層」は除く 

1．調査計画の概要 

＜分析軸の内容＞ 
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2．調査結果の要約 
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30代

40代
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2．調査結果の要約 

■投資信託の現在保有率は22.3％。 
   現在保有層は60・70代が約40％と高齢層の比率が高いが、40・50代も約36％と 
  これに迫る。    
   ※今回の変動は調査パネル変更の影響も考えられる（以下も同様）。 

＜投資信託現在保有層の年代構成＞【ベース：現在保有層(n=4452)】(P.18) 

投資信託の保有経験／投資信託現在保有層の「保有種類」 

■現在保有層が保有している投信の種類は「国内株式投信」が最多。 
  保有種類数は平均で「2.25種類」となる。 

＜投資信託の保有種類＞【ベース:現在保有層(n=4452)】(P.32)  ※2019年で降順ソート 

＜投資信託の保有経験＞【ベース：TOTAL】(P.18) 

n= (%)

2019年 (20000)

2018年 (20000)

2017年 (20000)

22.3

14.7

15.6

10.0

8.3

8.0

17.6

12.9

12.1

50.2

64.1

64.3

現在保有層 保有経験層
（現在非保有）

保有未経験層
（金融資産保有経験有）

保有未経験層
（金融資産保有経験無）
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n= (%)

2019年 (4452)

2018年 (2936)

2017年 (3116)

42.4

34.9

30.9

57.6

65.1

69.1

利用している 利用していない

n= (%)

2019年 (4452)

2018年 (2936)

2017年 (3116)

41.0

41.6

46.5

50.4

41.4

38.6

8.7

17.1

14.9

保有している 保有していない 不明・回答拒否

n= (%)

2019年 (4452)

2018年 (2936)

2017年 (3116)

44.3

29.7

42.1

55.7

70.3

57.9

認知 非認知

2．調査結果の要約 

投資信託現在保有層の「積立投資」利用状況、「毎月分配型投資信託」 
の保有状況／「トータルリターン通知制度」の認知状況 

＜トータルリターンの認知＞【ベース:現在保有層】(P.42) 

＜積立投資の利用有無＞【ベース:現在保有層】(P.36) 

＜毎月分配型投資信託の保有状況＞【ベース：現在保有層】(P.38) 

■積立投資の利用は前回より増加し、約42%となる。 
  毎月分配型投資信託は前回同様、41％が保有している。 
  トータルリターンの認知度は約44%で、2017年と同水準。 
 

・ 積立投資は若年層ほど利用が多く、20代では約67%が利用している。一方、毎月分配型商品は高齢層ほど利用が多く、 
 70代では約54％と半数超が保有している。〔P36,38〕 
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2．調査結果の要約 

■投資信託の優れている点／不満点は前回同様、「少額でも分散投資できる」 
  「専門知識や時間がなくても投資できる」が上位。一方、「手数料が比較的高い」 
  「元本保証がない」「仕組み・運用手法がわかりにくい」ことへの不満が強い。 
 
■前回からの変動をみると、優れている点は「少額でも分散投資ができる」「積立投資が 
  できる」が増加。不満点は「元本保証がない」「専門知識がないと選びにくい」が減少。 

・ 優れている点では、若年層ほど「少額でも分散投資できる」「積立投資ができる」「少額でも投資の面白味がある」「手数料が比較的
安い」が高く、高齢層ほど「定期的に分配金が受け取れる」が高くなる。〔P58〕 

＜他の金融商品と比べ、投信の優れている点＞【ベース:現在保有層・保有経験層】(P.58) ※2019年で降順ソート 

他の金融商品に比べて投資信託商品の「優れている点、不満点」 

＜他の金融商品と比べ、投信の不満点＞【ベース:現在保有層・保有経験層】(P.62) ※2019年で降順ソート 
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費用の
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商品内容
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やすさ

換金の
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過去の
分配金額

分配頻度 純資産額
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2．調査結果の要約 

＜購入時重視点＞【ベース:現在保有層・保有経験層】(P.50) ※2019年で降順にソート 
※選択肢「値下がりの不安が少ない」「少額から投資できる」は2018年より聴取 

・  「過去の運用実績」「手数料や運用管理費用の水準」「少額から投資できる」は若年層ほど重視する様子。〔P50,52〕 

投資信託の購入時重視点、今後購入時重視点 

＜今後購入時重視点＞【ベース:現在保有層・保有経験層】(P.52) ※2019年で降順にソート 
※選択肢「値下がりの不安が少ない」「少額から投資できる」は2018年より聴取 

■投資信託の購入時重視点は、「過去の運用実績」「値上がりへの期待」、今後購入時 
  では「値上がりへの期待」「過去の運用実績」「値下がりの不安が少ない」が上位。 
   

■前回からの変動をみると、購入時重視点は「過去の運用実績」「手数料や運用管理費用 
  の水準」が増加し、実績やコスト重視が強まっている。一方、今後購入時は「値下がりの 
  不安が少ない」が減少し、値下がりのリスクに対して許容する向きがみられる。 
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(%)
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直接購入したい
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系列とは別の
運用会社を
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運用会社を
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2017年 TOTAL(n=20000)
2018年 TOTAL(n=20000)
2019年 TOTAL(n=20000)
2019年 「投資信託」現在保有層(n=4452)

2．調査結果の要約 

投資信託運用会社に対する考え／投資信託購入の際の運用会社重視点 

＜投資信託の運用会社に対する考え＞【ベース:TOTAL／現在保有層】(P.84)  ※2019年TOTALで降順にソート 
※選択肢「運用会社よりも商品内容を重視したい」「外資系の運用会社を選びたい」は2017年より聴取 

＜投資信託購入の際の運用会社重視点＞【ベース：TOTAL／現在保有層】(P.85)  ※2019年TOTALで降順にソート 
※選択肢「アフターサービス」「商品開発力」は2017年より聴取 ※選択肢「情報提供力」は2018年より聴取 

・ 投信現在保有層・保有経験層は「運用実績」の重視度が60％程度と高い。〔P85〕 

■投資信託の運用会社選択は、「運用会社より商品内容を重視」 「高い運用成績を上げて 
  いればどこでも良い」が上位で後者は前回に比べて増加。一方、「販売会社系列を選び 
  たい」は減少し、内容・実績を選択ポイントとしている様子。 
 

■運用会社重視点では、「知名度」「アフターサービス」といった比較的理解が容易な項目 
  について前回よりやや減少。 
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34.3 

26.3 
17.9 

14.9 

19.8 

9.3 9.5 
0.3 

49.1 

41.3 

27.3 27.2 

15.5 
19.5 

13.1 
8.9 

11.2 

0.4 

42.0 
43.2 

25.1 21.7 
16.6 

14.8 13.5 
10.9 9.7 

0.4 

42.5 

63.3 

34.5 
26.5 

21.8 

12.3 

17.5 18.1 14.1 
0.5 

16.0 

0

20

40

60

80

運用実績 資本力 知名度 運用体制 アフター
サービス

情報
提供力

商品開発力 グループ力 その他 わからない・
特にない

2017年 TOTAL(n=20000)
2018年 TOTAL(n=20000)
2019年 TOTAL(n=20000)
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2．調査結果の要約 

投資信託の商品および手数料特徴の認知状況 

＜コストの特徴認知＞【ベース:TOTAL】(P.86)  ※2019年で降順ソート 

＜投資信託の特徴認知＞【ベース:TOTAL】(P.72)  ※2019年で降順ソート 

■投信商品の特徴認知は、前回に比べて僅かずつ高い項目が多いが、中でも「リスクと 
  リターンは表裏一体の関係」は前回より10ポイント以上増加。 
 

■投信のコスト認知では、「購入時手数料がかかる」が最も高く、「購入時手数料は 
  販売会社に支払われる」「販売会社により購入時手数料が異なる場合がある」 
  「保有中、運用管理費用がかかる」「購入時手数料がかからない投信がある」が上位。 
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その他
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2．調査結果の要約 

■投信の興味・関心・購入のきっかけは 「金融機関の人に勧められて」が突出し、「インター 
  ネットで見たり調べたりして」が続く。前回に比べて前者が減少、後者は増加。 
  また投信の購入時参考情報は、「金融機関の担当者の話」が前回より減少した一方、 
  いくつかの項目では増加しており、より積極的に情報収集している様子。 

＜投資信託の興味・関心・購入のきっかけ＞ 
【ベース:現在保有層・保有経験層】(P.44) 

 ※ 2019年で降順にソート 

＜投資信託購入時参考情報＞ 
【ベース:現在保有層・保有経験層】(P.48) 

 ※ 2019年で降順にソート 

投資信託の興味・関心・購入のきっかけ／投資信託購入時参考情報 

・ 興味・関心・購入のきっかけは、50代以上では高齢になるほど「金融機関の人に勧められて」が高くなる。「インターネットで 
  見たり調べたりして」「投資信託に関する本を読んで」 は40代以下、「少額投資非課税制度が始まったので」「SNSからの情報 
   を通じて」は20・30代で高い傾向。〔P44〕 
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2．調査結果の要約 

＜投資信託の非購入理由＞【ベース:保有未経験層】 
(P.67) ※ 2019年で降順にソート 
※選択肢「投資信託を買うよりも自分で株などを運用した方がいい」は2018年より聴取 

＜投資信託の購入検討のきっかけ【ベース:保有未経験層】 
(P.69) ※2019年で降順にソート 

投資信託保有未経験層の非購入理由／投資信託購入検討のきっかけ 

・ 購入検討のきっかけは、若年層ほど「金融や投資方法を勉強して理解したら」「手取り収入が増えたら」「身近な人に 
   勧められたら」「貯蓄が一定額に達したら」「初心者セミナーなどがあれば」「職場で確定拠出年金・つみたてNISA等が 
   整備されたら」「専門知識を持つ人に教えてもらえたら」が高くなる傾向。〔P69〕 

■投信の非購入理由は、前回同様、 「興味の欠如」「投資知識がない」が上位。 
  また投信の購入のきっかけも引き続き分散傾向で、「金融や投資を勉強して理解できたら」 
   「手取り収入が増えたら」「身近な人に勧められたら」が上位。 

(%)

46.4 

38.3 

22.5 

19.4 

19.5 

24.4 

10.6 

8.0 

5.7 

5.0 

3.5 

1.2 

48.4 

38.0 

29.9 

20.2 

24.3 

22.8 

10.2 

11.8 

8.1 

5.3 

5.1 

2.6 

0.9 

41.7 

36.8 

29.1 

22.9 

22.7 

20.2 

12.9 

7.4 

6.7 

4.9 

4.2 

4.0 

0.7 

0 20 40 60

そもそも興味がない

投資の知識がない

損をしそうで怖い

元本保証がない

まとまった資金がない

投資信託の仕組みが
よくわからない

手数料など費用が高い

なんとなく機会がなかった

商品の種類が多く
自分では選択できない

投資信託の存在を
知らなかった

購入するのに手間がかかる

投資信託を買うよりも自分で
株などを運用した方がいい

その他

2017年
(n=15287)
2018年
(n=15412)
2019年
(n=13551)

(%)

21.3 

21.4 

20.4 

16.0 

14.4 

13.6 

10.0 

13.9 

13.7 

16.3 

6.7 

11.2 

23.1 

21.8 

20.1 

16.1 

15.7 

14.0 

10.4 

13.8 

15.7 

16.4 

6.7 

11.3 

20.1 

19.7 

17.4 

17.0 

15.8 

13.3 

12.4 

11.8 

11.7 

10.9 

8.9 

5.1 

9.4 

0 10 20 30 40

金融や投資を
勉強して理解できたら

手取り収入が増えたら

身近な人に勧められたら

貯蓄が一定額に達したら

低リスクの投資信託商品が
充実してきたら

初心者向けセミナーなど、
説明してもらえる機会があれば

職場で確定拠出年金・つみたてNISA等
の利用環境が整備されたら

手数料の低い投資信託商品が
充実してきたら

経済が上向きになり、値上がりが
期待できる様になったら

金融機関などで、専門知識を
持つ人に教えてもらえたら

税制上の優遇措置が、
より拡充してきたら

退職金・相続などでの
臨時収入があったら

その他

2017年
(n=15287)
2018年
(n=15412)
2019年
(n=13551)



- 15 - 

n= (%)

2019年 (20000) 33.4 6.6 60.1

内容を知っている 内容は知らないが、名前は聞いたことがある ドル・コスト平均法を知らない

n= (%)

2019年 (20000) 53.3 46.7

積立投資プランを知っている 積立投資プランがあることを知らない

＜積立投資プランの特徴認知詳細＞【ベース：TOTAL】(P.81) 

＜積立投資プランの特徴認知＞【ベース：TOTAL】(P.81) 

2．調査結果の要約 

積立投資プランの特徴認知／ドル・コスト平均法の特徴認知 

＜ドル・コスト平均法の特徴認知＞【ベース:TOTAL】(P82) 

＜ドル・コスト平均法の特徴認知詳細＞【ベース:TOTAL】(P.82) 

■積立投資プランは約53%と半数超が存在を認知。 
   認知内容は「少額から利用できる」が約43%と突出し、それ以外の特性等の認知は 
  20％前後。 
 

■ドル・コスト平均法は内容認知は約33%に留まる。 
   認知している内容は「投資のリスク軽減法の一つ」が22%で最も高い。 
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n= (%)

2019年 (20000) 26.2 41.2

2018年 (20000) 23.2 35.9

2017年 (20000) 21.3 40.8
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2．調査結果の要約 

毎月分配型投資信託の魅力度とその理由 

■「毎月分配型投資信託」に魅力を感じるのは、約26%程度で、前回を僅かに上回る。 
 

■魅力層での評価点は、前回同様、「分配金受取の安心感」「毎月利益を確定したい」。 
  一方、非魅力層では「基準価額が下がる」が前回より増加して、最も高い。「元本の一部 
  が払い戻される場合がある」との不満も増加している。 

＜毎月分配型投資信託の魅力度＞(P.75) 

＜毎月分配型投資信託の魅力理由＞ 
【ベース:分配型魅力者】(P.77) 

  ※2019年で降順ソート 

＜毎月分配型投資信託の非魅力理由＞ 
【ベース:分配型非魅力者】(P.79) 

※2019年で降順ソート 
※選択肢「分配金額が変動する場合があるので」 

「分配金は元本の一部が払い戻される場合があるので」は2018年より聴取 
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3．回答者のプロフィール 
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3．回答者のプロフィール 

● 回答者の性別は「男性」が49.7%、「女性」が50.3%。年代では「40代」が20.2%で最も高く、 
     平均年齢は50.3歳となる。 
● また、投信現在保有層の年代構成をみると、60・70代が合計で40.4%をしめるものの、 
   前回に比べると20～50代の保有率が僅かずつ増えて、投信現在保有層の平均年齢は52.9歳に 
   低下した。〔図3-1〕 ＊今回の変動は調査パネル変更の影響も考えられる 

〔図 3-1〕 

〔図 3-2〕 

（1）性別・年代〔Q30:単数回答・Q31:自由記述回答〕 
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3．回答者のプロフィール 

（1）性別・年代〔Q30:単数回答・Q31:自由記述回答〕 

〔図 3-3〕 

〔図 3-4〕 

〔図 3-5〕 
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3．回答者のプロフィール 

（2）職業〔Q32:単数回答〕 

● 回答者の職業は、前回と同様に「会社員・非営利団体職員」(27.4%)が最も高く、〔図3-6〕 
     世帯年収が高くなるにつれて増加する。〔図3-7〕 
   また年収1,000万円以上の世帯では、「会社役員・経営者」(8.4%)がやや高い。〔図3-7〕 
 
● 投信保有状況別でみると、保有経験層では、「専業主婦／主夫」「無職・定年退職」が、 
     投信現在保有層や保有未経験層に比べてやや多い。また、投信現在保有種類別では、 
   株式投信保有層はその他投信保有層に比べて「会社員・非営利団体職員」が多く、  
     「専業主婦／主夫」「無職・定年退職」 が少ない。〔図3-8〕 

〔図 3-6〕 

＊学生=大学生、大学院生、専門学校生、短大生、予備校生 

〔図 3-7〕 

※1%未満は非表示 
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（2）職業〔Q32:単数回答〕 

〔図 3-8〕 

※1%未満は非表示 

3．回答者のプロフィール 
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3．回答者のプロフィール 

（3）金融資産の保有経験〔Q1:単数回答〕 

● 金融資産（※）の保有経験率は49.8%と約半数で、前回より13.9ポイント増加。〔図3-9〕 
   ＊今回の変動は調査パネル変更の影響も考えられる 
 

●  性別では男性(56.7%)の方が高く、また年代や世帯年収が高くなるにつれて保有経験率も高くなる。 
   〔図3-10〕 

〔図 3-9〕 

※ 金融資産・・・外貨預金、株式、債券（国債・公社債など）、投資信託、ＦＸ、 
           ＥＴＦ、ＲＥＩＴなど。現金や円での預貯金、土地や不動産、保険は除く。 

〔図 3-10〕 
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n= (%)

(20000)

男性 (9948)

女性 (10052)

20代 (2610)

30代 (3187)

40代 (4030)

50代 (3361)

60代 (3721)

70代 (3091)

100万円未満 (742)

～300万円未満 (3115)

～500万円未満 (4631)

～1000万円未満 (6043)

1000万円以上 (1778)

TOTAL

性
別

年
代
別

世
帯
年
収
別

22.3

26.7

17.8

14.9

20.3

21.2

22.7

26.2

26.6

12.1

17.0

21.7

27.6

39.9

10.0

11.2

8.8

3.3

4.5

6.7

9.3

15.0

20.3

7.8

10.2

10.5

10.6

10.9

67.8

62.1

73.4

81.8

75.2

72.1

68.0

58.8

53.1

80.1

72.8

67.8

61.8

49.2

3．回答者のプロフィール 

（4）投資信託の保有状況〔Q2:単数回答〕 

● 投資信託の保有状況は、 「現在保有している」という“現在保有層”が22.3%、 
   「以前保有していたが、現在は保有していない」との“保有経験層”が10.0%、 
    「今まで保有したことがない」という”保有未経験層”67.8%で、前回に比べて“現在保有層”が 
   7.6ポイント増加した。〔図3-11〕  ＊今回の変動は調査パネル変更の影響も考えられる 
 

●  年代が上がるにつれて、“現在保有層”、“保有経験層”ともに増加する。また、世帯年収が 
   高いほど、“現在保有層”が増加する。〔図3-12〕 

〔図 3-11〕 

〔図 3-12〕 

n= (%)

2019年 (20000)

2018年 (20000)

2017年 (20000)

22.3

14.7

15.6

10.0

8.3

8.0

67.8

77.1

76.4

現在保有している 以前保有していたが、
現在は保有していない

今まで保有したことがない



- 24 - 
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3．回答者のプロフィール 

（4）投資信託の保有状況〔Q2:単数回答〕 

〔図 3-13〕 2018年度結果 年代別、世帯年収別 

〔図 3-14〕 2017年度結果 年代別、世帯年収別 
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3．回答者のプロフィール 

（5）世帯年収〔Q33①：単数回答〕 

〔図 3-15〕 

※ 平均値は「わからない・答えたくない」を除いて算出。算出にあたってのウエイト値は以下の通り 
 

100万円未満：50万円 ／ 100～300万円未満：200万円 ／ 300～500万円未満：400万円 ／ 500～800万円未満：650万円 
800万円～1000万円未満：900万円 ／ 1000～1500万円未満：1250万円 ／ 1500万円以上：1750万円 

● 世帯年収は「300～500万円未満」(23.2%)、「500～800万円未満」(21.8%)が高く、 
   『800万円未満』合計で64.３%を占める。また、平均値は「571.8万円」と前回より61.1万円 
   高い。〔図3-15〕 ＊今回の変動は調査パネル変更の影響も考えられる 
 

●  投信保有状況別や投信現在保有種類別で世帯年収の平均をみると、投信現在保有層、 
   特に株式投信保有層で高い。〔図3-17〕 

〔図 3-16〕 

〔図 3-17〕 

n= (%)

2019年 (20000) 571.8

2018年 (20000) 510.7

2017年 (20000) 509.5

平均値
（万円）

※

3.7

4.4

4.5

15.6

15.8

16.3

23.2

21.2

21.2

21.8

15.9

16.1

8.4

6.2

6.0

6.5

4.0

3.9

2.4

1.4

1.6

18.5

31.1

30.5

100万円
未満

100～
300万円
未満

300～
500万円
未満

500～
800万円
未満

800～
1,000万円
未満

1,000～
1,500万円
未満

1,500万円
以上

わからない・
答えたくない

(20000) 571.8

男性 (9948) 594.9

女性 (10052) 547.0

20代 (2610) 518.6

30代 (3187) 566.2

40代 (4030) 618.6

50代 (3361) 692.8

60代 (3721) 545.8

70代 (3091) 445.6

TOTAL

性
別

年
代
別

3.7

3.8

3.6

5.8

3.4

3.0

4.1

3.8

2.7

15.6

14.4

16.7

15.2

12.5

12.0

11.1

19.6

23.6

23.2

23.4

22.9

24.0

24.8

20.5

16.7

24.9

29.1

21.8

23.3

20.3

16.9

26.7

27.6

22.8

19.3

15.2

8.4

9.3

7.5

6.5

8.7

11.1

13.6

6.3

3.3

6.5

7.7

5.3

4.5

4.6

8.3

11.5

6.0

2.9

2.4

2.7

2.1

2.0

1.8

1.8

4.5

3.2
1.0

18.5

15.3

21.6

25.1

17.6

15.6

15.7

17.0

22.2

(20000) 571.8

現在保有層 (4452) 681.2

保有経験層
(現在非保有)

(1997) 586.4

金融資産
保有経験有

(3512) 586.0

金融資産
保有経験無

(10039) 505.4

(3147) 711.8

(904) 609.4

TOTAL

保
有
状
況
別

投
資
信
託

種
類
別

現
在
保
有

投
資
信
託

保有層・
保有経験層

保有
未経験層

株式投資信託保有層

その他投資信託保有層

3.7

2.0

2.9

3.3

4.8

1.7

2.8

15.6

11.9

15.9

14.3

17.6

10.6

15.8

23.2

22.6

24.3

24.7

22.7

21.7

26.2

21.8

25.6

23.3

24.2

19.0

27.1

23.5

8.4

11.9

8.7

9.6

6.4

13.0

9.8

6.5

11.0

6.6

7.0

4.3

12.3

9.6

2.4

4.9

3.1

2.3
1.2

5.8

3.1

18.5

10.1

15.2

14.6

24.2

7.8

9.2
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3．回答者のプロフィール 

（5）世帯年収〔Q33①：単数回答〕 

※ 平均値は「わからない・答えたくない」を除いて算出。算出にあたってのウエイト値は以下の通り 
 

100万円未満：50万円 ／ 100～300万円未満：200万円 ／ 300～500万円未満：400万円 ／ 500～800万円未満：650万円 
800万円～1000万円未満：900万円 ／ 1000～1500万円未満：1250万円 ／ 1500万円以上：1750万円 

〔図 3-18〕 

n= (%)

TOTAL (4452) 681.2 571.8 109.4

20代 (390) 624.4 518.6 105.9

30代 (646) 688.3 566.2 122.1

40代 (855) 743.9 618.6 125.3

50代 (763) 841.6 692.8 148.8

60代 (976) 645.5 545.8 99.8

70代 (822) 516.7 445.6 71.1

2万人の
平均値
(万円)

差額
(万円)

平均値
(万円)

※

年
代
別

投
資
信
託
現
在
保
有
層

2.0

2.3

1.5

1.3

2.9

3.0

1.1

11.9

14.4

6.8

7.3

7.7

15.1

19.6

22.6

29.5

22.8

19.4

13.1

24.3

29.3

25.6

20.8

33.7

29.4

21.0

24.2

23.4

11.9

10.3

15.3

16.5

17.7

8.0

4.4

11.0

9.2

9.4

15.4

18.2

9.1

4.0

4.9

4.4

3.4

3.9

9.4

6.1

1.9

10.1

9.2

7.0

6.9

10.0

10.2

16.3

100万円
未満

100～
300万円
未満

300～
500万円
未満

500～
800万円
未満

800～
1,000万円
未満

1,000～
1,500万円
未満

1,500万円
以上

わからない・
答えたくない
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3．回答者のプロフィール 

（6）個人年収〔Q33②：単数回答〕 

〔図 3-19〕 

※ 平均値は「わからない・答えたくない」を除いて算出。算出にあたってのウエイト値は以下の通り 
 

100万円未満：50万円 ／ 100～300万円未満：200万円 ／ 300～500万円未満：400万円 ／ 500～800万円未満：650万円 
800万円～1000万円未満：900万円 ／ 1000～1500万円未満：1250万円 ／ 1500万円以上：1750万円 

● 個人年収は「100万円未満」が27.8%、「100～300万円未満」が25.3%とやや高く、 
   『500万円未満』合計で70.2%を占める。平均は「300.5万円」と前回に比べてやや低い。 
     〔図3-19〕 ＊今回の変動は調査パネル変更の影響も考えられる 
 

● 投信保有状況別や投信現在保有種類別で個人年収の平均をみると、世帯年収と同様に、 
   投信現在保有層、株式投信保有層で高い。〔図3-21〕 

〔図 3-20〕 

〔図 3-21〕 

n= (%)

2019年 (20000) 300.5

2018年 (20000) 328.7

2017年 (20000) 324.0

平均値
（万円）

※

27.8

17.0

17.1

25.3

23.2

24.1

17.1

17.0

16.5

10.1

9.8

9.8

2.7

2.7

2.5

1.8

1.2

1.2

0.7

0.5

0.5

14.5

28.6

28.3

100万円
未満

100～
300万円
未満

300～
500万円
未満

500～
800万円
未満

800～
1,000万円
未満

1,000～
1,500万円
未満

1,500万円
以上

わからない・
答えたくない

(20000) 300.5

男性 (9948) 432.6

女性 (10052) 163.7

20代 (2610) 227.1

30代 (3187) 299.9

40代 (4030) 348.7

50代 (3361) 373.3

60代 (3721) 276.3

70代 (3091) 242.5

TOTAL

性
別

年
代
別

27.8

11.3

44.2

31.9

28.7

26.9

30.1

29.3

20.6

25.3

23.3

27.2

24.8

19.9

19.4

18.6

30.0

40.4

17.1

25.5

8.8

20.6

22.1

18.2

13.2

15.0

14.3

10.1

17.7

2.6

3.9

13.0

15.8

13.6

6.9

5.2

2.7

5.1

0.4

0.4

2.0

3.8

6.5

2.2

0.5

1.8

3.3

0.2

0.2

0.6

2.6

4.1
1.8

0.5

0.7

1.2

0.1

0.4

0.4

0.6

1.3

0.9

0.3

14.5

12.5

16.5

17.7

13.3

12.7

12.6

13.9

18.1

(20000) 300.5

現在保有層 (4452) 416.5

保有経験層
(現在非保有)

(1997) 328.8

金融資産
保有経験有

(3512) 303.6

金融資産
保有経験無

(10039) 234.4

(3147) 451.2

(904) 345.4

TOTAL

保
有
状
況
別

投
資
信
託

種
類
別

現
在
保
有

投
資
信
託

保有層・
保有経験層

保有
未経験層

株式投資信託保有層

その他投資信託保有層

27.8

18.0

22.5

28.2

33.2

15.9

21.6

25.3

24.5

28.9

25.7

24.8

22.6

31.0

17.1

22.2

18.3

18.8

14.0

23.5

20.9

10.1

16.5

11.9

10.8

6.7

18.9

12.7

2.7

5.3

3.0

2.8

1.5

6.4

3.0

1.8

4.3
1.8

1.7

0.6 

5.1
3.1

0.7

1.7

1.1

0.7

0.2

2.0

1.0

14.5

7.5

12.5

11.2

19.1

5.6

6.7
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3．回答者のプロフィール 

（7）保有金融資産額〔Q34:単数回答〕 

● 保有金融資産額は「500万円未満」が30.3%とやや多く、『3,000万円未満』合計で 
     52.1%を占める。また、平均値は「2128.1万円」で前回に比べて高い。〔図3-22〕 
    ＊今回の変動は調査パネル変更の影響も考えられる 
 

● 投信保有状況別や投信現在保有種類別で保有金融資産額の平均をみると、 
   投信現在保有層、株式投信保有層で高い。〔図3-24〕 

〔図 3-22〕 

〔図 3-23〕 

※1%未満は非表示 

※ 平均値は「わからない・答えたくない」を除いて算出。算出にあたってのウエイト値は以下の通り 
 

500万円未満：250万円 ／ 500～1000万円未満：750万円 ／ 1000～3000万円未満：2000万円 ／ 3000～5000万円未満：4000万円 
／ 5000万円～1億円未満：7500万円 ／ 1億円～5億円未満：3億円 ／ 5億円以上：7億円 

n= (%)

2019年 (20000) 2128.1

2018年 (20000) 1761.9

平均値
（万円）

※

30.3

23.9

9.7

7.9

12.1

8.4

5.3

3.2

3.7

1.8

1.2 37.6

54.1

500万円
未満

500万円～
1,000万円
未満

1,000万円～
3,000万円
未満

3,000万円～
5,000万円
未満

5,000万円～
1億円
未満

1億円以上～
5億円
未満

5億円
以上

わからない・
答えたくない

(20000) 2128.1

男性 (9948) 2332.0

女性 (10052) 1881.2

20代 (2610) 1221.0

30代 (3187) 1198.5

40代 (4030) 1564.8

50代 (3361) 2333.0

60代 (3721) 3124.8

70代 (3091) 3013.5

100万円未満 (742) 926.7

～300万円未満 (3115) 1056.8

～500万円未満 (4631) 1285.5

～1000万円未満 (6043) 2174.5

1000万円以上 (1778) 6428.8

TOTAL

性
別

年
代
別

世
帯
年
収
別

30.3

32.7

28.0

37.5

37.5

36.3

31.4

23.2

16.4

57.8

50.0

40.5

30.2

12.4

9.7

10.6

8.8

7.7

10.8

10.8

9.8

8.7

9.8

5.7

9.0

12.6

13.9

9.4

12.1

13.3

11.0

3.1

9.8

10.9

13.1

16.0

18.0

4.7

10.0

13.3

17.8

19.6

5.3

6.0

4.6

1.0 

2.6

4.4

5.2

8.0

9.6

2.6

3.1

5.2

7.3

13.9

3.7

4.5

2.9

1.1

2.8

4.5

6.8

5.5

1.8

1.8

2.7

4.8

13.7

1.2

1.5

1.6

2.3

1.6

1.4

7.01.1

37.6

31.3

43.8

49.4

37.7

34.1

34.2

34.8

39.0

27.0

25.7

25.5

24.5

22.8
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（7）保有金融資産額〔Q34:単数回答〕 

※1%未満は非表示 

3．回答者のプロフィール 

〔図 3-24〕 

※ 平均値は「わからない・答えたくない」を除いて算出。算出にあたってのウエイト値は以下の通り 
 

500万円未満：250万円 ／ 500～1000万円未満：750万円 ／ 1000～3000万円未満：2000万円 ／ 3000～5000万円未満：4000万円 
／ 5000万円～1億円未満：7500万円 ／ 1億円～5億円未満：3億円 ／ 5億円以上：7億円 

n= (%)

(20000) 2128.1

現在保有層 (4452) 3707.1

保有経験層
(現在非保有)

(1997) 2986.4

金融資産
保有経験有

(3512) 1793.4

金融資産
保有経験無

(10039) 945.3

(3147) 3893.8

(904) 3499.6

種
類
別

現
在
保
有

投
資
信
託

株式投資信託保有層

その他投資信託保有層

平均値
（万円）

※

TOTAL

保
有
状
況
別

投
資
信
託

保有層・
保有経験層

保有
未経験層

30.3

21.0

24.6

30.6

35.5

22.1

17.5

9.7

13.6

11.8

11.9

6.8

14.1

14.0

12.1

20.8

17.4

15.9

5.9

21.9

21.6

5.3

11.7

9.1

5.3

1.7

11.8

14.0

3.7

9.1

6.6

3.4

9.9

8.2

1.2

3.3

2.1

3.9

2.8

37.6

20.1

28.2

32.1

49.1

15.9

21.7

500万円
未満

500万円～
1,000万円
未満

1,000万円～
3,000万円
未満

3,000万円～
5,000万円
未満

5,000万円～
1億円
未満

1億円以上～
5億円
未満

5億円
以上

わからない・
答えたくない
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4．投資信託保有状況（現在保有層） 
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4．投資信託保有状況（現在保有層） 

（1）投資信託の保有口座〔Q3:重複回答〕 

● 投資信託の保有口座は、「特定口座もしくは一般口座など通常の課税口座」が69.7%と 
   最も高く、「NISA」(43.2%)が続く。「つみたてNISA」(17.4%)、「iDeCo（個人型確定拠出 
     年金）」 (11.8%)は10%台となっている。〔図4-1〕 
 

●  「特定口座もしくは一般口座など通常の課税口座」 「NISA」は年代が上がるほど保有率が増加、 
   「つみたてNISA」は若年層ほど保有率が高い。〔図4-2〕 
 

(4452) 69.7 43.2 17.4 11.8 7.1 0.7 2.4

男性 (2661) 72.2 42.1 17.6 14.1 10.0 0.6 2.4

女性 (1791) 66.0 44.8 17.1 8.4 2.8 0.9 2.4

20代 (390) 51.3 33.6 39.2 18.2 14.1 0.5 4.6

30代 (646) 59.1 36.1 32.7 20.6 9.3 0.6 2.3

40代 (855) 66.9 40.0 20.2 20.5 9.8 0.6 2.1

50代 (763) 72.1 41.5 14.8 15.6 11.9 1.0 2.9

60代 (976) 74.9 49.7 7.0 2.0 2.4 1.0 1.9

70代 (822) 81.3 50.6 6.8 0.7 0.6 0.4 1.9

100万円未満 (90) 70.0 42.2 10.0 11.1 3.3 0.0 6.7

～300万円未満 (529) 67.5 45.6 15.7 4.9 2.3 0.8 3.4

～500万円未満 (1006) 68.3 42.5 19.0 9.4 3.3 0.8 2.6

～1000万円未満 (1667) 69.3 43.1 17.3 12.7 8.4 0.7 1.2

1000万円以上 (710) 75.6 45.2 19.2 20.3 16.5 1.0 1.8

TOTAL

性
別

年
代
別

世
帯
年
収
別

〔図 4-1〕 

〔図 4-2〕 

n=

特定口座
もしくは
一般口座
など通常の
課税口座

NISA つみたてNISA iDeCo
（個人型
確定拠出
年金）

企業型DC
（企業型
確定拠出
年金）

その他 わからない
・忘れた

2019年 (4452) 69.7 43.2 17.4 11.8 7.1 0.7 2.4

(%)
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4．投資信託保有状況（現在保有層） 

（2）投資信託の保有種類〔Q6:重複回答〕 

〔図 4-5〕【投資信託の保有種類別回答者数と、平均保有数】 

〔図 4-4〕 

● 現在保有している投資信託の種類は、「国内株式投資信託」が58.1%で最も高い。 
     次いで「外国株式投資信託」(37.2%)、「分散型投資信託」(27.8%)、「外国債券投資信託」 
   (20.1%)、「国内債券投資信託」（19.6%）が続く。〔図4-3〕 
 

● 年代別で保有率をみると、「国内株式投資信託」「外国株式投資信託」「ETF」は、若年層ほど 
高くなる傾向。〔図4-4〕 

 

●  投資信託の平均保有数は2.25種類となっている。〔図4-5〕 

※1 投信保有者(n=4452)から「種類不明・回答拒否」(n=388)を控除。 
※2 平均保有数は、保有種類別回答者数の延べの総数を、n=4064で割って算出。 

〔図 4-3〕 

n=

国内株式
投資信託

外国株式
投資信託

分散型
投資信託

外国債券
投資信託

国内債券
投資信託

国内不動産
投信〔Jリート〕
に投資する投
資信託

外国の
不動産投信
に投資する
投資信託

ETF
国内不動産
投信
〔Jリート〕

その他 不明・
回答拒否

2019年 (4452) 58.1 37.2 27.8 20.1 19.6 15.5 10.9 8.5 6.8 0.5 8.7

2018年 (2936) 46.8 29.8 26.7 18.7 16.5 11.3 8.9 4.8 5.6 0.4 15.7

2017年 (3116) 49.9 31.0 27.6 22.3 － 8.5 9.9 5.4 11.0 － 14.0

(%)

(4452) 58.1 37.2 27.8 20.1 19.6 15.5 10.9 8.5 6.8 0.5 8.7
男性 (2661) 62.8 43.0 29.0 21.9 21.3 17.1 12.6 10.7 7.9 0.5 5.7
女性 (1791) 51.1 28.5 26.0 17.3 17.1 13.1 8.3 5.2 5.2 0.5 13.2
20代 (390) 61.3 45.1 17.7 18.7 22.6 12.1 7.9 12.3 5.9 0.3 7.9
30代 (646) 58.2 45.2 29.6 15.2 21.7 12.7 10.1 11.9 6.2 0.8 5.9
40代 (855) 63.3 42.8 24.1 20.7 21.2 16.0 11.1 9.4 6.4 0.1 7.0
50代 (763) 60.3 36.6 31.6 22.4 20.3 18.3 11.1 9.7 7.2 0.5 9.6
60代 (976) 56.1 32.0 30.7 21.1 18.1 16.3 12.6 6.3 8.0 0.6 9.4
70代 (822) 51.5 28.1 28.1 20.6 16.1 15.2 10.3 4.7 6.4 0.6 11.4
100万円未満 (90) 43.3 32.2 22.2 22.2 14.4 10.0 13.3 7.8 2.2 3.3 8.9
～300万円未満 (529) 50.9 29.3 28.0 18.3 15.5 11.7 9.3 5.9 4.3 0.9 9.3
～500万円未満 (1006) 55.0 35.8 26.4 20.7 18.2 13.6 11.5 7.1 5.9 0.6 8.2
～1000万円未満 (1667) 62.7 39.7 27.7 19.2 20.8 15.7 9.9 8.3 6.7 0.2 6.0
1000万円以上 (710) 68.0 46.3 33.9 24.1 26.6 22.7 14.4 15.1 11.0 0.4 3.8

TOTAL

性
別

年
代
別

世
帯
年
収
別

※選択肢「国内債券投資信託」「その他」は2018年より聴取 

国内株式
投資信託

外国株式
投資信託

分散型
投資信託

外国債券
投資信託

国内債券
投資信託

国内
不動産投信
〔Jリート〕に
投資する
投資信託

外国の
不動産投信
に投資する
投資信託

ETF
国内不動産

投信
〔Jリート〕

その他
平均保有数
（種類）※2

TOTAL(n=4064) ※1 2587 1656 1238 894 873 690 484 379 304 22 2.25
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4．投資信託保有状況（現在保有層） 

（3）投資信託の購入額〔Q7:単数回答-各種類現在保有層ベース〕 

〔図 4-6〕 

● 現在保有している投資信託の平均購入額は、総合計では「389.3万円」となる。 
   種類別に平均購入額をみると、「分散型投資信託」が270.3万円で最も高く、次いで「不動産投資 
   信託〔Jリート〕」が260.8万円、さらに 「外国債券投資信託」 「外国不動産投資信託」が240万円 
     台で続く。〔図4-6〕 

※ 平均値は「購入額不明・回答拒否」を除いて算出。算出にあたってのウエイト値は以下の通り 
 

100万円未満：50万円 ／ 100～300万円未満：200万円 ／ 300～500万円未満：400万円 ／ 500～800万円未満：650万円 
800～1000万円未満：900万円 ／ 1000万円以上：1500万円 

※項目「国内債券投資信託」は2018年より聴取 

n= (%)

平均購入額
（万円）

※

国内株式
投資信託

(2587) 215.3

外国株式
投資信託

(1656) 210.5

分散型
投資信託

(1238) 270.3

外国債券
投資信託

(894) 247.7

国内債券
投資信託

(873) 235.5

国内不動産投信
〔Jリート〕に投資

する投資信託
(690) 225.7

外国不動産
投信投資信託

(484) 243.3

ETF (379) 236.7

不動産投信
〔Jリート〕

(304) 260.8

総合計 (4051) 389.3

50.9

53.6

43.1

44.1

48.9

46.5

45.0

53.8

42.8

35.9

23.8

20.8

23.3

25.1

23.0

23.5

26.0

20.1

25.3

21.4

7.9

8.0

9.9

8.7

9.6

9.0

7.4

7.1

8.6

11.9

4.3

4.0

5.4

4.8

4.4

3.9

3.9

5.8

4.6

7.9

1.7

1.7

3.2

2.2

1.7

2.8

2.1

1.8

1.6

4.1

3.3

3.4

4.7

4.1

4.2

2.9

4.5

4.7

5.3

10.7

8.1

8.5

10.4

11.0

8.1

11.4

11.0

6.6

11.8

8.1

100万円未満 100～
300万円未満

300～
500万円未満

500～
800万円未満

800～
1,000万円未満

1,000
万円以上

購入額不明
・回答拒否
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4．投資信託保有状況（現在保有層） 

（4）現在保有している投資信託の本数〔Q4:単数回答〕 

● 現在保有している投資信託の保有本数は、「1～2本」(48.2%)が約半数で、平均3.6本となり、 
     前回に比べてやや多い。〔図4-7〕 ＊今回の変動は調査パネル変更の影響も考えられる 

● 年代別では40～50代の平均保有本数がやや多い。また世帯年収が高いほど多くなる傾向。 
   〔図4-8〕 
● 投信現在保有種類別では、株式投信保有層で平均保有本数(4.0本)が多い。〔図4-9〕 

〔図 4-9〕 

〔図 4-7〕 

※ 平均値は「本数不明・回答拒否」を除いて算出。算出にあたってのウエイト値は以下の通り 
1～2本：1.5本／ 3～5本：4本 ／ 6～10本：8本 ／ 11本以上：13本 

〔図 4-8〕 

n= (%)
平均値
（本）※

2019年 (4452) 3.6

2018年 (2936) 3.1

2017年 (3116) 3.1

48.2

53.0

52.1

31.2

26.9

27.7

10.2

6.5

6.6

4.7

3.0

2.4

5.6

10.6

11.2

1～2本 3～5本 6～10本 11本以上 本数不明・回答拒否

(4452) 3.6

男性 (2661) 3.9

女性 (1791) 3.2

20代 (390) 3.7

30代 (646) 3.5

40代 (855) 3.8

50代 (763) 3.9

60代 (976) 3.5

70代 (822) 3.2

100万円未満 (90) 3.9

～300万円未満 (529) 3.2

～500万円未満 (1006) 3.5

～1000万円未満 (1667) 3.6

1000万円以上 (710) 4.3

TOTAL

性
別

年
代
別

世
帯
年
収
別

48.2

44.6

53.6

47.7

49.5

46.2

43.5

50.8

50.9

47.8

55.8

49.1

49.4

38.6

31.2

33.2

28.2

31.8

32.4

30.9

32.2

28.8

32.2

21.1

28.2

31.5

31.9

35.6

10.2

11.3

8.7

7.7

9.9

12.9

12.5

10.3

6.8

13.3

7.2

10.6

9.8

15.1

4.7

6.0

2.8

6.9

4.3

5.4

5.8

4.4

2.8

6.7

4.2

3.4

5.0

7.5

5.6

4.8

6.7

5.9

3.9

4.7

6.0

5.6

7.3

11.1

4.7

5.4

3.9

3.2

(4452) 3.6

株式投資信託保有層 (3147) 4.0

その他投資信託保有層 (904) 2.6

TOTAL

保
有
種
類
別

投
資
信
託
現
在

48.2

42.9

65.6

31.2

35.3

25.8

10.2

13.0

4.6

4.7

6.3

1.3

5.6

2.6

2.7
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4．投資信託保有状況（現在保有層） 

（5）投資信託商品の直近購入時期〔Q5:単数回答〕 

〔図 4-12〕 

〔図 4-10〕 

● 直近の購入時期は「1年未満」(32.0%)が最も高いが、“1年以上”が前回と比べて僅かずつ高い。 
   〔図4-10〕 ＊今回の変動は調査パネル変更の影響も考えられる 
 

● 「1年未満」の購入率は、若年層ほど高くなる傾向。〔図4-11〕 
 

● 投信現在保有種類別では、株式投信保有層で「1年未満」が高い。〔図4-12〕 

〔図 4-11〕 

(4452)

株式投資信託保有層 (3147)

その他投資信託保有層 (904)

TOTAL

保
有
種
類
別

投
資
信
託
現
在

32.0

35.0

27.9

18.8

20.1

17.3

19.4

19.2

22.9

25.1

23.9

29.6

4.7

1.7

2.3

n= (%)

2019年 (4452)

2018年 (2936)

2017年 (3116)

32.0

33.7

29.4

18.8

16.3

16.5

19.4

17.6

19.0

25.1

23.5

24.1

4.7

8.9

11.0

1年未満 1年以上～2年未満 2年以上～5年未満 5年以上前 購入時期不明
・回答拒否

(4452)

男性 (2661)

女性 (1791)

20代 (390)

30代 (646)

40代 (855)

50代 (763)

60代 (976)

70代 (822)

100万円未満 (90)

～300万円未満 (529)

～500万円未満 (1006)

～1000万円未満 (1667)

1000万円以上 (710)

TOTAL

性
別

年
代
別

世
帯
年
収
別

32.0

33.3

30.0

53.8

44.1

32.4

30.4

23.3

23.5

37.8

31.4

34.3

32.2

33.8

18.8

19.7

17.6

24.4

26.8

18.0

15.3

16.0

17.5

11.1

18.1

18.7

20.8

19.4

19.4

18.5

20.6

13.6

15.3

20.7

20.2

20.7

21.5

14.4

19.3

20.8

20.8

14.8

25.1

24.4

26.2

3.3

10.1

25.3

28.7

35.5

31.6

31.1

26.3

21.8

23.5

29.6

4.7

4.1

5.5

4.9

3.7

3.6

5.4

4.6

5.8

5.6

4.9

4.5

2.7

2.4
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4．投資信託保有状況（現在保有層） 

（6）投資信託の積立投資の利用状況〔Q19:単数回答〕 

〔図 4-15〕 

〔図 4-13〕 

● 積立投資利用率は42.4%。前回(34.9%)に比べて7.5ポイント増加。〔図4-13〕 
    ＊今回の変動は調査パネル変更の影響も考えられる 

● 若年層ほど積立投資利用率は高く、特に20・30代は60%以上と高い。〔図4-14〕 
● 投信現在保有種類別では、株式投信保有層で積立投資利用率が高い。〔図4-15〕 

〔図 4-14〕 
(4452)

男性 (2661)

女性 (1791)

20代 (390)

30代 (646)

40代 (855)

50代 (763)

60代 (976)

70代 (822)

100万円未満 (90)

～300万円未満 (529)

～500万円未満 (1006)

～1000万円未満 (1667)

1000万円以上 (710)

TOTAL

性
別

年
代
別

世
帯
年
収
別

42.4

45.6

37.7

67.2

63.9

49.8

41.4

28.0

24.2

36.7

38.4

41.2

45.2

47.2

57.6

54.4

62.3

32.8

36.1

50.2

58.6

72.0

75.8

63.3

61.6

58.8

54.8

52.8

n= (%)

2019年 (4452)

2018年 (2936)

2017年 (3116)

42.4

34.9

30.9

57.6

65.1

69.1

利用している 利用していない

(4452)

株式投資信託保有層 (3147)

その他投資信託保有層 (904)

TOTAL

保
有
種
類
別

投
資
信
託
現
在

42.4

47.5

33.6

57.6

52.5

66.4
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4．投資信託保有状況（現在保有層） 

（6）投資信託の積立投資の利用状況〔Q19:単数回答〕 

〔図 4-16〕 2018年度結果 年代別、世帯年収別 

〔図 4-17〕 2017年度結果 年代別、世帯年収別 

n= (%)

(2936)

20代 (207)

30代 (362)

40代 (500)

50代 (440)

60代 (779)

70代 (648)

100万円未満 (105)

～300万円未満 (421)

～500万円未満 (629)

～1000万円未満 (847)

1000万円以上 (305)

n= (%)

(3116)

20代 (162)

30代 (370)

40代 (472)

50代 (504)

60代 (831)

70代 (777)

100万円未満 (81)

～300万円未満 (437)

～500万円未満 (701)

～1000万円未満 (929)

1000万円以上 (325)

2018年　TOTAL

2
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年
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世
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年
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別
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0
1
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年
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別
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別

34.9

65.2

47.5

41.6

39.1

24.9

22.2

40.0

29.7

32.8

39.0

43.9

65.1

34.8

52.5

58.4

60.9

75.1

77.8

60.0

70.3

67.2

61.0

56.1

利用している 利用していない

30.9

58.0

44.9

39.6

34.7

20.5

22.0

27.2

26.1

30.4

34.4

39.4

69.1

42.0

55.1

60.4

65.3

79.5

78.0

72.8

73.9

69.6

65.6

60.6

利用している 利用していない
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4．投資信託保有状況（現在保有層） 

（7）毎月分配型投資信託の保有状況〔Q22:単数回答〕 

〔図 4-18〕 

● 現在投資信託保有層のうち、毎月分配型投資信託（1ヶ月毎に決算を行い、収益などの一部を 
     分配金として毎月分配する分配方針のもの）の保有率は41.0%と、前回(41.6%)と同程度。 
   〔図4-18〕 
 

● 属性別では、女性(42.7%)の方がやや高く、また年代が上がるにつれ保有率が増加する傾向。 
   〔図4-19〕 

〔図 4-19〕 
(4452)

男性 (2661)

女性 (1791)

20代 (390)

30代 (646)

40代 (855)

50代 (763)

60代 (976)

70代 (822)

100万円未満 (90)

～300万円未満 (529)

～500万円未満 (1006)

～1000万円未満 (1667)

1000万円以上 (710)

TOTAL

性
別

年
代
別

世
帯
年
収
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41.0
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41.7
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42.5
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52.5

47.2

55.6
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51.0

48.1

38.3
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51.4
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52.7

52.3

8.7

7.7
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11.0

7.6

8.4
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8.1

7.9

7.8

7.6

8.2

7.1

5.2

n= (%)

2019年 (4452)

2018年 (2936)

2017年 (3116)

41.0

41.6

46.5

50.4

41.4

38.6

8.7

17.1

14.9

保有している 保有していない 不明・回答拒否
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4．投資信託保有状況（現在保有層） 

（7）毎月分配型投資信託の保有状況〔Q22:単数回答〕 

〔図 4-20〕 2019年度結果 年代×世帯年収別 

n= (%)

(4452)

100万円未満 (9)

～300万円未満 (56)

～500万円未満 (115)
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～500万円未満 (147)
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～1000万円未満 (228)

1000万円以上 (49)

2019年 TOTAL

年
代
×
世
帯
年
収
別

2
0
代

3
0
代

4
0
代

5
0
代

6
0
代

7
0
代

41.0

33.3

35.7

25.2

35.5

43.4

20.0

20.5

32.0

36.0

42.2

54.5

35.5

30.1

37.8

40.6

31.8

39.0

40.0

38.6

40.8

51.7

38.8

47.3

42.0

44.3

55.6

53.4

58.9

51.8

51.0

50.4

55.6

55.4

60.9

55.4

54.7

70.0

77.3

57.8

58.0

53.0

36.4

58.1

60.2

55.1

52.7

59.1

49.2

47.0

52.9

54.0

41.4

53.7

48.1

51.3

51.7

44.4

39.1

36.5

41.7

40.8

8.7

11.1

8.9

13.9

9.1

1.9

10.0

2.3

10.2

6.0

4.8

9.1

6.5

9.6

7.1

6.7

9.1

11.9

13.0

8.5

5.2

6.9

7.5

4.6

6.7

4.0

0.0

7.5

4.6

6.6

8.2

保有している 保有していない 不明・回答拒否
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n= (%)

(2936)

100万円未満 (12)

～300万円未満 (29)

～500万円未満 (65)

～1000万円未満 (56)

1000万円以上 (18)

100万円未満 (12)

～300万円未満 (24)

～500万円未満 (79)

～1000万円未満 (169)

1000万円以上 (38)

100万円未満 (18)

～300万円未満 (33)

～500万円未満 (62)

～1000万円未満 (211)

1000万円以上 (61)

100万円未満 (19)

～300万円未満 (34)

～500万円未満 (46)

～1000万円未満 (137)

1000万円以上 (98)

100万円未満 (29)

～300万円未満 (135)

～500万円未満 (175)

～1000万円未満 (157)

1000万円以上 (67)

100万円未満 (15)

～300万円未満 (166)

～500万円未満 (202)

～1000万円未満 (117)

1000万円以上 (23)

5
0
代

6
0
代

7
0
代

年
代
×
世
帯
年
収
別

2018年 TOTAL

2
0
代

3
0
代

4
0
代

41.6

41.7

27.6

27.7

25.0

38.9

50.0

25.0

31.6

37.3

39.5

38.9

36.4

27.4

29.9

34.4

42.1

26.5

41.3

44.5

28.6

58.6

46.7

52.0

49.7

47.8

46.7

51.2

58.4

56.4

60.9

41.4

41.7

58.6

44.6

53.6

50.0

25.0

41.7

46.8

45.6

57.9

33.3

42.4

58.1

55.5

52.5

47.4

67.6

39.1

40.1

60.2

27.6

40.0

35.4

42.7

43.3

33.3

34.9

35.1

37.6

30.4

17.1

16.7

13.8

27.7

21.4

11.1

25.0

33.3

21.5

17.2

2.6

27.8

21.2

14.5

14.7

13.1

10.5

5.9

19.6

15.3

11.2

13.8

13.3

12.6

7.6

9.0

20.0

13.9

6.4

6.0

8.7

保有している 保有していない 不明・回答拒否

4．投資信託保有状況（現在保有層） 

（7）毎月分配型投資信託の保有状況〔Q22:単数回答〕 

〔図 4-21〕 2018年度結果 年代×世帯年収別 
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4．投資信託保有状況（現在保有層） 

（7）毎月分配型投資信託の保有状況〔Q22:単数回答〕 

〔図 4-22〕 2017年度結果 年代×世帯年収別 
n= (%)

(3116)

100万円未満 (5)

～300万円未満 (17)

～500万円未満 (50)

～1000万円未満 (48)

1000万円以上 (16)

100万円未満 (8)

～300万円未満 (24)

～500万円未満 (70)

～1000万円未満 (151)

1000万円以上 (48)

100万円未満 (11)

～300万円未満 (13)

～500万円未満 (65)

～1000万円未満 (204)

1000万円以上 (77)

100万円未満 (14)

～300万円未満 (35)

～500万円未満 (59)

～1000万円未満 (190)

1000万円以上 (93)

100万円未満 (28)

～300万円未満 (148)

～500万円未満 (205)

～1000万円未満 (194)

1000万円以上 (57)

100万円未満 (15)

～300万円未満 (200)

～500万円未満 (252)

～1000万円未満 (142)

1000万円以上 (34)

2017年 TOTAL

年
代
×
世
帯
年
収
別

2
0
代

3
0
代

4
0
代

5
0
代

6
0
代

7
0
代

46.5

60.0

47.1

40.0

52.1

31.3

50.0

41.7

35.7

33.8

33.3

36.4

23.1

36.9

40.7

40.3

57.1

34.3

42.4

37.9

38.7

64.3

53.4

56.1

57.2

50.9

60.0

59.5

59.9

65.5

52.9

38.6

0.0

35.3

48.0

41.7

56.3

37.5

37.5

45.7

51.7

52.1

45.5

61.5

41.5

44.6

48.1

35.7

51.4

47.5

50.0

48.4

25.0

37.8

33.7

37.1

43.9

33.3

28.5

33.7

31.7

44.1

14.9

40.0

17.6

12.0

6.3

12.5

12.5

20.8

18.6

14.6

14.6

18.2

15.4

21.5

14.7

11.7

7.1

14.3

10.2

12.1

12.9

10.7

8.8

10.2

5.7

5.3

6.7

12.0

6.3

2.8

2.9

保有している 保有していない 不明・回答拒否
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4．投資信託保有状況（現在保有層） 

（8）トータルリターン通知制度の認知状況〔Q26:単数回答〕 

〔図 4-23〕 

● 2014年12月から実施の「投資信託の投資期間全体の損益（トータルリターン）通知制度」の 
     現在投信保有層での認知率は44.3%で2017年と同水準となった。〔図4-23〕 
 

● 年代別では60・70代が45%を超えて高く、40代が41.9%と最も低い。また、世帯年収が高い 
   ほど認知率も高くなる。〔図4-24〕 

〔図 4-24〕 
(%) 

n= (%)

2019年 (4452)

2018年 (2936)

2017年 (3116)

44.3

29.7

42.1

55.7

70.3

57.9

知っている 知らない

(4452)

男性 (2661)

女性 (1791)

20代 (390)

30代 (646)

40代 (855)

50代 (763)

60代 (976)

70代 (822)

100万円未満 (90)

～300万円未満 (529)

～500万円未満 (1006)

～1000万円未満 (1667)

1000万円以上 (710)

TOTAL

性
別

年
代
別

世
帯
年
収
別

44.3

45.8

42.0

43.8

43.5

41.9

42.3

45.8

47.6

32.2

41.2

43.1

45.5

50.1

55.7

54.2

58.0

56.2

56.5

58.1

57.7

54.2

52.4

67.8

58.8

56.9

54.5

49.9



- 43 - 

5．投資信託購入状況 
（現在保有層・保有経験層） 
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5．投資信託購入状況（現在保有層・保有経験層） 

（1）投資信託の興味・関心・購入のきっかけ〔Q8：重複回答〕 

〔図 5-1〕 

● 興味・関心・購入のきっかけは、「金融機関の人に勧められて」(42.6%)が突出して高い。 
次いで「インターネットで見たり調べたりして」(23.0%)が続く。前回に比べて、「金融機関の人に 
勧められて」は9.9ポイント減少した一方、「インターネットで見たり調べたりして」は10.5ポイント増加 
するなど、情報収集に積極的な状況がみられる。〔図5-1〕 ＊今回の変動は調査パネル変更の影響も考えられる 

 

● 年代別でみると、「金融機関の人に勧められて」は50代以上で年代が上がるほど高くなる。また、 
   「インターネットで見たり調べたりして」「投資信託に関する本を読んで」は40代以下で、「少額投資 
   非課税制度が始まったので」「SNSからの情報通じて」は20・30代で高い傾向。〔図5-2〕 
 

● 投信現在保有層は、保有経験層に比べて「インターネットで見たり調べたりして」 「投資信託に 
   関する本を読んで」 「少額投資非課税制度が始まったので」などが高い。〔図5-3〕 

〔図 5-2〕 

n=

金融機
関の人
に勧め
られて

インター
ネットで
見たり
調べた
りして

投資信
託に関
する本
を読ん
で

投資信
託の商
品広告
などを
見て

家族や
友人な
どから話
を聞い
て

経済的
に余裕
ができた
ので

新聞、
雑誌な
どの投
資信託
の記事
を見て

少額投
資非課
税制度
が始まっ
たので

DMを
見たり、
電話案
内を聞
いて

景気や
市場の
状況を
見て

講演会
やセミ
ナーなど
で話を
聞いて

確定拠
出年金
で投資
信託を
選択し
たことで
興味を
持った

老後
2000
万円に
関する
各種報
道を受
けて

SNSか
らの情
報を通
じて

確定拠
出年金
で投資
信託を
選択し
て良
かったの
で

その他

2019年 (6449) 42.6 23.0 11.3 11.2 10.5 10.2 9.9 9.6 9.1 8.2 6.5 5.3 2.7 2.4 2.2 2.9

2018年 (4588) 52.5 12.5 7.2 7.3 11.6 13.7 6.2 9.9 5.6 8.2 4.7 6.1 － － 1.8 3.4

(%)

(6449) 42.6 23.0 11.3 11.2 10.5 10.2 9.9 9.6 9.1 8.2 6.5 5.3 2.7 2.4 2.2 2.9

男性 (3771) 35.6 29.1 13.9 13.6 7.1 11.1 11.8 9.8 10.7 10.2 6.9 7.4 2.8 3.0 2.9 3.2

女性 (2678) 52.5 14.5 7.7 7.8 15.2 9.0 7.3 9.3 7.0 5.5 6.0 2.3 2.7 1.6 1.0 2.4

20代 (476) 23.3 35.3 19.5 12.8 10.1 12.8 8.8 16.4 14.9 9.5 10.1 10.7 6.7 8.4 6.1 1.9

30代 (791) 23.1 39.6 20.0 12.4 12.6 9.9 9.2 16.6 11.5 8.2 10.1 8.3 5.1 7.0 3.4 1.4

40代 (1123) 25.8 33.5 16.5 10.7 10.9 10.5 12.1 10.2 8.4 9.3 5.6 8.6 3.3 3.1 3.6 2.2

50代 (1075) 39.3 23.7 10.9 10.9 9.6 9.4 10.1 8.4 8.2 8.6 5.2 7.6 2.7 1.3 1.7 3.1

60代 (1534) 54.0 16.2 7.4 11.9 9.1 10.2 10.0 6.4 8.3 8.3 5.1 2.2 1.5 0.7 1.3 3.1

70代 (1450) 62.8 8.6 4.5 9.9 11.2 10.1 8.8 7.3 8.1 6.7 6.7 0.8 1.0 0.3 0.3 4.0

100万円未満 (148) 43.9 18.9 12.2 12.2 7.4 4.1 8.1 6.1 9.5 8.1 4.1 2.0 4.1 2.0 0.7 3.4

～300万円未満 (846) 47.6 19.4 10.4 10.2 8.9 8.6 8.6 8.4 7.6 6.0 5.3 2.0 3.2 1.3 1.2 3.1

～500万円未満 (1491) 43.7 22.1 11.2 11.9 10.4 10.3 10.1 10.5 7.6 7.4 5.0 3.3 2.0 2.5 1.4 3.4

～1000万円未満 (2307) 41.0 25.2 11.4 11.1 10.9 10.5 9.9 10.1 10.4 8.1 7.7 7.2 2.9 2.6 2.6 2.0

1000万円以上 (904) 37.6 28.3 14.7 14.8 10.1 13.9 13.4 10.7 13.6 12.5 9.5 10.1 3.3 4.0 4.3 2.0

TOTAL

性
別

年
代
別

世
帯
年
収
別

※選択肢「老後2000万円に関する各種報道を受けて」「SNSからの情報を通じて」は2019年より聴取 
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5．投資信託購入状況（現在保有層・保有経験層） 

（1）投資信託の興味・関心・購入のきっかけ〔Q8：重複回答〕 

〔図 5-3〕 

n=

金融機
関の人
に勧め
られて

インター
ネットで
見たり
調べたり
して

投資信
託に関
する本
を読ん
で

投資信
託の商
品広告
などを見
て

家族や
友人な
どから話
を聞い
て

経済的
に余裕
ができた
ので

新聞、
雑誌な
どの投
資信託
の記事
を見て

少額投
資非課
税制度
が始まっ
たので

DMを
見たり、
電話案
内を聞
いて

景気や
市場の
状況を
見て

講演会
やセミ
ナーなど
で話を
聞いて

確定拠
出年金
で投資
信託を
選択し
たことで
興味を
持った

老後
2000
万円に
関する
各種報
道を受
けて

SNSか
らの情
報を通
じて

確定拠
出年金
で投資
信託を
選択し
て良かっ
たので

その他

(6449) 42.6 23.0 11.3 11.2 10.5 10.2 9.9 9.6 9.1 8.2 6.5 5.3 2.7 2.4 2.2 2.9

現在保有層 (4452) 40.7 26.7 13.3 10.9 10.2 10.6 10.0 12.2 9.7 8.5 7.6 6.8 3.3 2.9 2.7 2.5

保有経験層
(現在非保有)

(1997) 46.8 14.9 6.9 11.9 11.0 9.5 9.8 3.9 8.0 7.7 4.3 1.9 1.6 1.4 1.1 3.6

株式投資信託
保有層

(3147) 38.9 30.7 16.0 12.0 10.7 11.3 11.4 13.8 11.0 9.8 8.5 8.4 3.3 3.8 3.0 2.0

その他投資信
託保有層

(904) 46.7 19.6 8.6 10.1 8.3 9.2 8.2 9.4 7.7 5.4 6.1 3.1 2.2 1.0 2.0 2.0

TOTAL

保
有
状
況
別

投
資
信
託

種
類
別

現
在
保
有

投
資
信
託

(%)



- 46 - 

5．投資信託購入状況（現在保有層・保有経験層） 

（2）投資信託の購入目的〔Q9：重複回答〕 

〔図 5-4〕 

● 投資信託の購入目的は、「老後の生活資金」(50.1%)が最も高く、次いで「資産のリスク分散」 
   (24.8%)、「金銭的に余裕ある生活をするため」(19.9%)、「金融・経済・投資の勉強のため」     
   (14.0%)が多い。〔図5-4〕 
 

● 年代別では、50～70代で「老後の生活資金」が50％以上と高い。「金銭的に余裕ある生活を 
   するため」 「金融・経済・投資の勉強のため」は若年層ほど高い。〔図5-5〕 
 

● 投信現在保有層では、 「老後の生活資金」「資産のリスク分散」が高い。〔図5-6〕 

(6449) 50.1 24.8 19.9 14.0 9.8 7.8 6.4 5.0 4.6 3.5 2.3 1.4 1.0 18.0

男性 (3771) 49.7 28.0 21.4 16.2 10.0 9.1 5.8 5.4 5.5 4.7 2.9 2.0 1.1 15.8

女性 (2678) 50.6 20.4 17.8 10.8 9.5 5.8 7.1 4.6 3.3 1.9 1.4 0.6 0.9 20.9

20代 (476) 33.2 23.5 29.2 26.3 8.4 16.6 9.5 4.6 13.7 12.2 10.5 5.9 0.8 15.3

30代 (791) 46.4 28.3 24.3 23.9 12.3 12.3 12.3 7.2 7.8 7.8 5.3 3.0 0.8 13.5

40代 (1123) 47.4 25.4 20.3 16.8 9.3 8.8 9.3 4.5 4.8 4.2 1.8 1.5 0.7 17.5

50代 (1075) 51.2 23.8 19.9 11.1 9.0 5.2 5.3 3.3 3.7 2.4 1.7 0.9 1.0 19.3

60代 (1534) 55.0 25.4 18.3 10.0 9.5 5.0 3.3 4.4 2.8 1.2 0.6 0.6 1.0 18.5

70代 (1450) 53.7 23.1 15.8 8.7 10.0 6.4 3.9 6.3 2.2 1.0 0.6 0.3 1.3 19.9

100万円未満 (148) 35.8 16.2 20.3 11.5 9.5 8.1 3.4 2.0 5.4 4.1 4.7 2.0 2.0 20.9

～300万円未満 (846) 50.0 20.3 16.8 12.3 9.7 5.3 3.4 2.7 2.4 3.0 2.1 0.7 0.7 20.4

～500万円未満 (1491) 50.7 23.7 20.5 12.7 9.2 7.8 4.9 3.8 4.5 2.7 2.3 1.4 1.2 17.5

～1000万円未満 (2307) 52.7 27.5 20.5 15.1 10.3 8.7 8.5 5.9 5.1 4.1 2.3 1.5 0.7 14.7

1000万円以上 (904) 51.9 31.3 25.1 17.8 10.8 10.4 8.8 8.1 6.7 5.1 3.1 2.8 0.4 14.6

TOTAL

性
別

年
代
別

世
帯
年
収
別

〔図 5-5〕 
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生活資
金
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結婚資
金

事業用
資金

その他 目的は
ないが
資金を
増やし
たい

2019年 (6449) 50.1 24.8 19.9 14.0 9.8 7.8 6.4 5.0 4.6 3.5 2.3 1.4 1.0 18.0

(%)
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5．投資信託購入状況（現在保有層・保有経験層） 

（2）投資信託の購入目的〔Q9：重複回答〕 

〔図 5-6〕 
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ため

不測の
事態へ
の備え

レジャー
資金

子供又
は孫の
ための
教育な
どの資
金

子供や
孫に十
分な資
産を残
したいた
め

住宅資
金

高額商
品の購
入資金

結婚資
金

事業用
資金

その他 目的は
ないが
資金を
増やし
たい

(6449) 50.1 24.8 19.9 14.0 9.8 7.8 6.4 5.0 4.6 3.5 2.3 1.4 1.0 18.0

現在保有層 (4452) 58.1 27.5 20.6 14.9 10.8 8.1 6.7 6.1 4.4 4.1 2.3 1.6 0.9 15.2

保有経験層
(現在非保有)

(1997) 32.1 18.9 18.4 11.9 7.5 7.0 5.5 2.6 4.9 2.2 2.3 1.1 1.2 24.1

株式投資信託
保有層

(3147) 60.0 30.2 23.1 17.4 11.9 9.4 7.9 7.2 5.1 5.0 2.9 1.8 0.6 12.5

その他投資信
託保有層

(904) 58.5 25.3 17.4 10.8 9.4 6.0 3.8 4.1 3.5 2.5 0.8 1.2 0.8 14.2

TOTAL

保
有
状
況
別

投
資
信
託

種
類
別

現
在
保
有

投
資
信
託

(%)
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5．投資信託購入状況（現在保有層・保有経験層） 

（3）投資信託購入時参考情報〔Q11：重複回答〕 

〔図 5-7〕 

● 購入時参考情報は、「販売用資料」(30.7%)、「目論見書・運用報告書」(28.7%)、「投資 
   信託を販売している会社のHP」(28.0%)が30％前後で上位。前回に比べて「金融機関の担当者 
   の話」(24.5%)は11.1ポイント減少。〔図5-7〕 ＊今回の変動は調査パネル変更の影響も考えられる 
 

● 多くの参考情報では若年層の方が高いが、インターネット経由の情報は特にその傾向が強い。 
   一方、「金融機関の担当者の話」は高齢層ほど高い。〔図5-8〕 
 

● 投信現在保有種類別では、株式投信保有層で「金融機関の担当者の話」が他層より低く、 
     「目論見書・運用報告書」「投信を販売している会社のHP」「投資に関する情報サイト」「投資 

  信託の評価機関」が他層より高い。〔図5-9〕 

〔図 5-8〕 

n=

販売
用資
料

目論
見書・
運用
報告
書

投資
信託を
販売し
ている
会社
のHP

金融
機関
の担
当者
の話

投資
に関す
る情報
サイト

投資
信託を
運用し
ている
会社
のHP

新聞 その他
のイン
ター
ネット
の情
報サイ
ト

投資
信託
の評
価機
関

投資
信託
や資
産運
用に
関する
本

親族
や知
人、友
人の
話

雑誌 セミ
ナーな
ど

テレビ
番組

SNS
からの
情報

その他 特にな
い

2019年 (6449) 30.7 28.7 28.0 24.5 15.5 15.5 12.8 11.6 11.1 9.2 8.2 5.4 5.3 4.9 4.2 0.4 15.1

2018年 (4588) 30.0 21.6 21.3 35.6 9.6 11.3 11.2 8.7 8.6 8.1 10.5 5.4 4.4 3.9 － 0.7 13.8

(%)

(6449) 30.7 28.7 28.0 24.5 15.5 15.5 12.8 11.6 11.1 9.2 8.2 5.4 5.3 4.9 4.2 0.4 15.1

男性 (3771) 31.3 33.0 31.0 16.5 18.2 17.9 14.0 13.0 13.4 10.1 4.7 6.4 5.1 4.7 4.7 0.4 15.3

女性 (2678) 29.8 22.5 23.7 35.9 11.8 12.2 11.2 9.6 8.0 8.0 13.0 3.8 5.5 5.3 3.5 0.4 14.8

20代 (476) 29.0 33.0 30.9 6.7 19.5 20.4 9.2 20.8 12.4 16.6 8.4 5.0 3.8 6.1 15.8 0.4 11.1

30代 (791) 28.8 30.7 33.6 10.0 22.1 21.2 10.4 18.3 13.8 15.2 8.3 7.0 5.2 4.3 10.0 0.1 11.0

40代 (1123) 29.8 30.2 31.9 13.8 21.1 17.6 10.5 15.0 14.6 12.0 9.5 8.4 4.7 4.9 4.8 0.2 12.6

50代 (1075) 32.1 28.4 28.6 21.9 14.0 14.7 12.1 11.2 11.3 8.4 8.1 5.2 4.3 4.1 2.8 0.4 16.2

60代 (1534) 32.7 29.0 27.1 32.0 13.0 13.7 14.7 7.7 9.6 6.3 7.0 4.5 5.4 5.5 1.1 0.4 17.2

70代 (1450) 29.7 24.8 21.6 40.8 10.0 11.7 15.7 6.6 8.0 5.0 8.2 3.3 6.8 4.9 1.0 0.7 17.4

100万円未満 (148) 27.0 20.9 25.7 17.6 14.2 14.9 5.4 13.5 6.1 6.1 3.4 4.1 4.1 5.4 0.7 1.4 18.9

～300万円未満 (846) 27.4 24.9 24.8 28.5 12.4 11.8 9.8 12.1 8.0 7.3 5.3 3.1 5.3 4.8 3.8 0.6 16.3

～500万円未満 (1491) 28.4 26.5 26.3 26.4 15.2 13.1 13.6 10.5 8.9 9.1 7.0 4.4 4.3 4.8 4.8 0.1 16.0

～1000万円未満 (2307) 33.3 30.6 30.9 23.0 16.7 17.6 12.6 11.9 12.5 9.8 9.8 5.9 5.3 5.1 4.2 0.4 12.0

1000万円以上 (904) 35.6 36.6 33.1 20.5 19.9 22.1 16.9 14.4 16.7 12.9 9.3 9.0 8.3 5.8 5.4 0.6 12.5

TOTAL

性
別

年
代
別

世
帯
年
収
別

※選択肢「SNSからの情報」は2019年より聴取 
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5．投資信託購入状況（現在保有層・保有経験層） 

（3）投資信託購入時参考情報〔Q11：重複回答〕 

〔図 5-9〕 

n=

販売
用資
料

目論
見書・
運用
報告
書

投資
信託を
販売し
ている
会社
のHP

金融
機関
の担
当者
の話

投資
に関す
る情報
サイト

投資
信託を
運用し
ている
会社
のHP

新聞 その他
のイン
ター
ネット
の情
報サイ
ト

投資
信託
の評
価機
関

投資
信託
や資
産運
用に
関する
本

親族
や知
人、友
人の
話

雑誌 セミ
ナーな
ど

テレビ
番組

SNS
からの
情報

その他 特にな
い

(6449) 30.7 28.7 28.0 24.5 15.5 15.5 12.8 11.6 11.1 9.2 8.2 5.4 5.3 4.9 4.2 0.4 15.1

現在保有層 (4452) 32.2 31.6 29.7 24.9 16.7 16.4 12.0 12.9 12.2 10.6 7.3 5.6 6.2 4.6 4.9 0.4 12.4

保有経験層
(現在非保有)

(1997) 27.3 22.2 24.2 23.7 12.9 13.6 14.7 8.7 8.7 6.0 10.2 4.8 3.1 5.8 2.6 0.3 21.0

株式投資信託
保有層

(3147) 34.7 35.4 33.3 22.7 19.7 19.0 13.6 14.0 14.6 12.1 7.3 6.5 7.2 5.4 6.0 0.4 9.3

その他投資信
託保有層

(904) 31.2 27.2 26.2 32.5 12.2 12.5 9.0 12.1 8.3 8.6 7.6 4.3 4.9 2.7 1.8 0.3 11.9

TOTAL

保
有
状
況
別

投
資
信
託

種
類
別

現
在
保
有

投
資
信
託

(%)
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5．投資信託購入状況（現在保有層・保有経験層） 

（4）投資信託購入の際の重視点〔Q10①：最大3項目回答〕 

〔図 5-10〕 

● 購入時重視点は、「過去の運用実績」(35.2%)が前回より6.1ポイント増加して、最も高い。 
僅差で「値上がりへの期待」(33.8%)、さらに「値下がりの不安が少ない」(26.5%)が続く。 
前回に比べて「手数料や運用管理費用の水準」が9.4ポイント、 「過去の運用実績」 が6.1ポイント 
増加した。〔図5-10〕  ＊今回の変動は調査パネル変更の影響も考えられる 

 

● 年代別でみると、「過去の運用実績」「手数料や運用管理費用の水準」「少額から投資できる」 
   は若年層ほど重視率が高い傾向。〔図5-11〕 
 

● 投信現在保有層は「手数料や運用管理費用の水準」が、保有経験層では「換金のしやすさ」 
     が他層より高い。また、株式投信保有層では「過去の運用実績」が他層に比べて高い。 
   〔図5-12〕 

〔図 5-11〕 

※選択肢「値下がりの不安が少ない」「少額から投資できる」は2018年より聴取、「社会性が高い企業が投資先は2019年より聴取」 

(6449) 35.2 33.8 26.5 22.6 17.6 11.4 10.8 10.4 10.1 6.2 5.6 4.7 2.9 0.4 12.8

男性 (3771) 37.8 35.6 23.2 24.2 16.2 10.6 11.2 10.4 10.2 6.9 6.3 4.4 2.4 0.4 12.0

女性 (2678) 31.5 31.4 31.2 20.4 19.5 12.5 10.3 10.4 10.0 5.3 4.6 5.1 3.7 0.3 14.0

20代 (476) 41.2 30.7 24.8 29.0 16.2 9.5 12.8 4.6 3.8 6.9 6.1 2.1 2.9 0.0 10.3

30代 (791) 37.0 29.8 25.9 31.1 19.7 8.7 8.6 6.7 9.4 7.1 4.9 3.5 2.5 0.1 10.9

40代 (1123) 36.0 29.6 23.7 27.2 19.4 10.9 8.0 9.6 9.3 6.4 5.6 4.9 2.0 0.0 11.4

50代 (1075) 35.7 34.0 25.2 23.3 18.2 12.8 8.6 10.2 8.7 5.1 6.5 5.4 2.1 0.4 13.0

60代 (1534) 35.1 36.7 27.6 18.9 16.8 12.7 10.7 11.7 10.7 6.6 5.8 5.1 3.0 0.6 13.6

70代 (1450) 31.4 37.2 29.5 15.9 15.9 11.4 15.3 13.6 13.7 5.9 4.8 5.1 4.3 0.8 14.8

100万円未満 (148) 27.0 27.0 17.6 16.9 18.9 11.5 13.5 7.4 9.5 2.0 2.0 4.7 3.4 0.7 18.2

～300万円未満 (846) 28.7 33.5 25.7 22.0 19.3 9.8 11.6 9.1 10.3 5.9 5.7 5.0 2.1 0.5 15.5

～500万円未満 (1491) 35.5 34.9 26.9 21.3 19.4 11.5 11.1 10.9 11.3 5.6 5.3 4.6 3.0 0.5 11.1

～1000万円未満 (2307) 37.8 33.7 26.9 23.9 18.6 11.7 10.8 11.2 10.0 6.7 5.4 5.9 3.2 0.3 11.1

1000万円以上 (904) 40.6 37.3 24.8 27.3 12.1 12.6 10.2 10.4 9.6 7.5 7.4 4.2 3.1 0.1 10.3

TOTAL

性
別

年
代
別

世
帯
年
収
別

n=

過去の
運用実
績

値上が
りへの期
待

値下が
りの不
安が少
ない

手数料
や運用
管理費
用の水
準

少額か
ら投資
できる

商品内
容のわ
かりやす
さ

換金の
しやすさ

過去の
分配金
額

分配頻
度

純資産
額の大
きさ

商品コ
ンセプト

評価会
社による
評価

社会性
が高い
企業が
投資先

その他 特にな
い

2019年 (6449) 35.2 33.8 26.5 22.6 17.6 11.4 10.8 10.4 10.1 6.2 5.6 4.7 2.9 0.4 12.8

2018年 (4588) 29.1 32.3 24.0 13.2 21.5 7.8 9.1 10.7 10.9 4.8 7.8 5.8 － 1.9 12.1

2017年 (4713) 25.7 36.5 － 11.1 － 9.0 9.7 11.0 11.4 5.2 7.4 5.3 － 1.3 13.3

(%)
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5．投資信託購入状況（現在保有層・保有経験層） 

（4）投資信託購入の際の重視点〔Q10①：最大3項目回答〕 

〔図 5-12〕 

n=

過去の
運用実
績

値上が
りへの
期待

値下が
りの不
安が少
ない

手数料
や運用
管理費
用の水
準

少額か
ら投資
できる

商品内
容のわ
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さ

換金の
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過去の
分配金
額

分配頻
度

純資産
額の大
きさ

商品コ
ンセプト

評価会
社によ
る評価

社会性
が高い
企業が
投資先

その他 特にな
い

(6449) 35.2 33.8 26.5 22.6 17.6 11.4 10.8 10.4 10.1 6.2 5.6 4.7 2.9 0.4 12.8

現在保有層 (4452) 35.8 33.4 24.6 25.7 17.6 11.2 9.2 10.5 10.9 7.5 6.8 5.2 3.1 0.4 11.3

保有経験層
(現在非保有)

(1997) 33.9 34.8 30.7 15.8 17.6 11.8 14.4 10.1 8.5 3.4 2.8 3.6 2.4 0.4 16.3

株式投資信託
保有層

(3147) 39.5 36.6 23.7 28.2 17.7 11.7 9.5 9.9 10.4 8.6 7.1 5.4 3.2 0.3 8.3

その他投資信
託保有層

(904) 30.8 28.8 29.3 23.6 20.2 12.1 10.0 14.0 14.3 6.2 7.5 5.5 3.3 0.6 8.2

TOTAL

保
有
状
況
別

投
資
信
託

種
類
別

現
在
保
有

投
資
信
託

(%)
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5．投資信託購入状況（現在保有層・保有経験層） 

（4）今後、投資信託購入の際に重視したい点〔Q10②：最大3項目回答〕 

〔図 5-13〕 

〔図 5-14〕 

● 今後の重視点では、「値上がりへの期待」(26.5%)、「過去の運用実績」(24.7%)、「値下がりの 
   不安が少ない」(23.2%)が僅差で上位に並ぶ。購入時重視点（〔図5-11〕）に比べて、 
   「過去の運用実績」「値上がりへの期待」「値下がりの不安が少ない」「少額から投資できる」が低い。 
   「値下がりの不安が少ない」は前回より9.3ポイント減少。 
   〔図5-13〕 ＊今回の変動は調査パネル変更の影響も考えられる 
 

● 年代別でみると、若年層ほど「過去の運用実績」「手数料や運用管理費用の水準」「少額から投資 
   できる」が高くなる傾向。〔図5-14〕 
 

● 投信現在保有層では「手数料や運用管理費用の水準」他層に比べて高い。 また、株式投信 
   保有層では「値上がりへの期待」「過去の運用実績」 「手数料や運用管理費用の水準」が 、 
     その他投信保有層では「値下がりの不安が少ない」が高い。〔図5-15〕 

※選択肢「値下がりの不安が少ない」「少額から投資できる」は2018年より聴取、「社会性が高い企業が投資先は2019年より聴取」 

n=

値上が
りへの
期待

過去の
運用実
績

値下が
りの不
安が少
ない

手数料
や運用
管理費
用の水
準

少額か
ら投資
できる

商品内
容のわ
かりやす
さ

換金の
しやすさ

過去の
分配金
額

分配頻
度

商品コ
ンセプト

純資産
額の大
きさ

評価会
社によ
る評価

社会性
が高い
企業が
投資先

その他 特にな
い

2019年 (6449) 26.5 24.7 23.2 19.3 11.4 8.3 8.0 6.8 6.3 5.4 5.0 3.6 3.2 0.5 17.4

2018年 (4588) 29.5 23.8 32.5 16.8 16.4 10.2 10.7 8.8 8.3 8.0 5.8 6.1 － 1.3 15.7

2017年 (4713) 35.8 24.2 － 14.2 － 9.7 11.3 8.7 8.5 7.3 5.6 5.7 － 0.4 16.2

(%)

(6449) 26.5 24.7 23.2 19.3 11.4 8.3 8.0 6.8 6.3 5.4 5.0 3.6 3.2 0.5 17.4

男性 (3771) 28.5 26.8 19.9 21.0 10.5 7.9 8.2 7.3 6.5 5.9 5.5 3.2 2.8 0.5 15.9

女性 (2678) 23.6 21.9 27.9 16.9 12.7 8.9 7.7 6.1 5.9 4.7 4.3 4.2 3.8 0.7 19.6

20代 (476) 26.5 31.5 24.4 25.8 11.3 7.1 8.6 4.4 4.6 5.9 6.7 2.7 2.9 0.0 11.1

30代 (791) 27.3 30.2 21.0 27.7 13.8 6.7 7.2 5.4 7.6 5.4 5.7 2.8 2.3 0.1 11.8

40代 (1123) 25.9 27.8 21.5 24.1 14.4 7.5 6.7 7.2 6.1 5.8 5.1 3.8 3.3 0.1 12.8

50代 (1075) 26.0 26.0 22.5 19.8 12.7 8.9 6.8 7.6 5.4 6.4 4.1 3.8 2.9 0.6 16.3

60代 (1534) 27.3 21.6 24.1 15.0 10.4 9.1 8.0 7.0 5.8 5.2 5.0 3.4 3.3 0.7 19.8

70代 (1450) 25.9 19.6 24.9 13.1 7.9 9.0 10.0 7.3 7.3 4.3 4.6 4.3 3.7 1.1 24.6

100万円未満 (148) 18.9 18.9 22.3 14.2 14.2 8.1 7.4 3.4 8.1 2.7 2.7 3.4 4.1 1.4 25.0

～300万円未満 (846) 22.9 20.1 22.7 18.2 13.8 6.7 8.6 5.4 6.5 5.1 3.9 3.4 2.0 0.8 22.9

～500万円未満 (1491) 26.6 24.4 24.0 18.6 12.0 8.7 7.8 6.9 5.8 4.6 5.0 3.4 3.0 0.7 16.4

～1000万円未満 (2307) 27.8 26.9 22.8 20.5 11.8 8.8 8.1 8.1 6.9 5.8 5.2 4.4 3.4 0.3 13.7

1000万円以上 (904) 30.6 29.6 22.3 23.1 7.5 9.2 8.5 7.0 6.6 7.2 6.0 3.4 4.5 0.0 13.7

TOTAL

性
別

年
代
別

世
帯
年
収
別
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5．投資信託購入状況（現在保有層・保有経験層） 

（4）今後、投資信託購入の際に重視したい点〔Q10②：最大3項目回答〕 

〔図 5-15〕 
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(6449) 26.5 24.7 23.2 19.3 11.4 8.3 8.0 6.8 6.3 5.4 5.0 3.6 3.2 0.5 17.4

現在保有層 (4452) 27.4 25.9 22.3 22.6 11.5 8.4 7.3 7.3 7.1 6.7 5.9 4.1 3.7 0.4 13.6

保有経験層
(現在非保有)

(1997) 24.5 22.1 25.2 12.0 11.2 8.1 9.3 5.8 4.5 2.5 3.0 2.6 2.1 0.9 25.9

株式投資信託
保有層

(3147) 30.2 28.7 21.3 25.0 11.5 8.5 7.7 7.1 7.3 7.1 6.7 4.4 3.8 0.3 10.1

その他投資信
託保有層

(904) 23.1 21.6 27.0 20.5 12.7 10.2 7.5 9.3 7.6 7.1 4.5 4.3 3.8 0.4 11.8

TOTAL

保
有
状
況
別

投
資
信
託

種
類
別

現
在
保
有

投
資
信
託

(%)
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5．投資信託購入状況（現在保有層・保有経験層） 

（5）分配金の特徴認知状況〔Q13:重複回答〕 

〔図 5-16〕 

● 分配金の特徴認知は、「運用成績によって変動する」(66.9%)が最も高く、「運用成績が良くない 
   時は分配金額が下がったり、支払われない場合がある」(58.8%)が続く。 
     「分配金は投資信託の決算ごとに支払われる」(51.5%)は、前回より7.4ポイント高い。〔図5-16〕 
       ＊今回の変動は調査パネル変更の影響も考えられる 
 

●  どの特徴も、年代が高いほど認知率が高い傾向。〔図5-17〕 
 

●  現在投信保有層では、いずれの特徴でも認知率が高い。〔図5-18〕 

〔図 5-18〕 

〔図 5-17〕 

(6449) 66.9 58.8 51.5 39.3 34.9 13.7

現在保有層 (4452) 70.2 62.3 55.3 43.9 39.2 11.1

保有経験層
(現在非保有)

(1997) 59.6 51.0 43.0 29.0 25.3 19.3

株式投資信託保有層 (3147) 72.8 64.6 59.4 46.3 41.1 8.8

その他投資信託保有層 (904) 73.2 65.2 53.4 45.5 41.6 7.6

TOTAL

保
有
状
況
別

投
資
信
託

種
類
別

現
在
保
有

投
資
信
託

(6449) 66.9 58.8 51.5 39.3 34.9 13.7

男性 (3771) 67.3 58.3 54.0 40.9 36.2 13.8

女性 (2678) 66.4 59.4 48.0 36.9 33.0 13.5

20代 (476) 55.7 46.6 43.3 33.6 23.3 16.2

30代 (791) 57.9 52.3 47.5 34.3 28.3 16.3

40代 (1123) 60.7 52.6 49.9 36.0 33.3 15.1

50代 (1075) 67.9 56.9 52.0 37.8 34.6 15.9

60代 (1534) 71.4 65.6 55.2 43.5 40.2 11.3

70代 (1450) 75.0 65.2 53.2 43.1 38.1 11.1

100万円未満 (148) 61.5 52.7 35.8 23.6 23.6 16.2

～300万円未満 (846) 65.7 54.8 47.9 36.4 32.4 15.0

～500万円未満 (1491) 66.0 58.2 50.6 38.3 35.7 14.0

～1000万円未満 (2307) 67.1 59.7 52.8 39.1 33.2 12.2

1000万円以上 (904) 72.9 63.3 59.6 48.0 43.7 10.1

TOTAL

性
別

年
代
別

世
帯
年
収
別

n=

一般的に
分配金額は、
運用成績に
よって変動する

運用成績が
良くない時は分配
金額が下がったり、
支払われない
場合がある

分配金は
投資信託の
決算ごとに
支払われる

分配金として
元本の一部が
払い戻される
こともある

分配金が支払わ
れた額だけ、
基準価額が下がる

この中で
知っている
ものはない

2019年 (6449) 66.9 58.8 51.5 39.3 34.9 13.7

2018年 (4588) 68.8 58.1 44.1 38.2 32.8 15.1

2017年 (4713) 71.5 54.6 45.0 37.1 31.7 15.4

(%)
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5．投資信託購入状況（現在保有層・保有経験層） 

（5）分配金の特徴認知状況（毎月分配型保有者）〔Q13:重複回答〕 

〔図 5-19〕 

n=

一般的に
分配金額は、
運用成績に
よって変動する

運用成績が
良くない時は分配
金額が下がったり、
支払われない
場合がある

分配金は
投資信託の
決算ごとに
支払われる

分配金として
元本の一部が
払い戻される
こともある

分配金が支払わ
れた額だけ、
基準価額が下がる

この中で
知っている
ものはない

TOTAL (1824) 80.0 70.7 62.1 52.4 48.2 3.7

20代 (130) 65.4 53.1 50.8 33.8 26.2 3.8

30代 (216) 69.9 62.0 56.0 42.6 33.3 5.6

40代 (312) 72.1 61.2 56.7 42.3 40.1 3.8

50代 (296) 82.8 67.9 65.9 52.0 49.7 4.7

60代 (428) 86.9 77.8 68.0 58.6 56.3 3.0

70代 (442) 86.2 81.7 64.0 63.8 59.0 2.7

現
在
保
有
層
　
年
代
別

毎
月
分
配
型
投
資
信
託

(%)
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5．投資信託購入状況（現在保有層・保有経験層） 

（6）償還・売却資金の流出先〔Q14:重複回答〕 

〔図 5-22〕 

〔図 5-20〕 

● 投資信託の償還・売却資金流出先は、「預貯金・MRFなどにまわした」(26.5%)が最も高いが、 
   「売却経験なし／償還でお金を得たことはない」も28.0%と高い。〔図5-20〕 
 

● 年代別でみると、高齢層ほど「生活資金」「預貯金・MRF」「まとまった支出」が増加する傾向。 
     「すぐに株式・債券を購入」「すぐに他の投資信託購入」は40代以下でやや高い。 〔図5-21〕 

〔図 5-21〕 
※選択肢「まとまった支出にあてた ※生活資金にあてた場合を除く」は2018年より聴取 

(6449) 26.5 19.5 19.2 18.0 10.1 1.8 28.0

男性 (3771) 25.5 23.0 20.3 19.2 9.7 1.3 27.7

女性 (2678) 27.9 14.5 17.7 16.2 10.6 2.5 28.4

20代 (476) 23.9 20.6 17.2 20.4 7.8 0.4 38.2

30代 (791) 22.4 25.2 15.2 21.2 5.6 0.1 37.0

40代 (1123) 25.1 21.9 14.8 21.4 6.9 0.6 33.9

50代 (1075) 25.1 17.4 18.0 15.5 10.0 1.3 31.2

60代 (1534) 26.8 17.8 22.9 16.2 11.4 2.0 23.9

70代 (1450) 31.4 17.4 22.7 16.3 14.3 4.1 17.0

100万円未満 (148) 21.6 18.2 32.4 11.5 7.4 4.1 21.6

～300万円未満 (846) 22.7 14.8 24.3 15.7 10.6 3.0 27.2

～500万円未満 (1491) 25.5 16.4 21.1 17.1 9.8 1.7 29.4

～1000万円未満 (2307) 27.1 21.8 16.6 20.0 10.1 1.2 27.9

1000万円以上 (904) 33.2 26.7 13.3 22.3 9.7 1.1 27.4

TOTAL

性
別

年
代
別

世
帯
年
収
別

n=

預貯金・MRF
などにまわした

すぐに株式、
債券を購入した

生活資金として
引き出した

すぐに他の投資
信託を購入した

まとまった支出に
あてた　※生活
資金にあてた
場合を除く

その他 売却経験
なし／償還
でお金を得
たことはない

2019年 (6449) 26.5 19.5 19.2 18.0 10.1 1.8 28.0

2018年 (4588) 22.7 17.7 24.2 16.0 14.1 2.2 24.2

2017年 (4713) 34.4 22.7 24.8 22.3 － 2.2 21.7

(%)

(6449) 26.5 19.5 19.2 18.0 10.1 1.8 28.0

現在保有層 (4452) 26.8 20.3 13.7 23.8 7.3 1.0 35.3

保有経験層
(現在非保有)

(1997) 25.9 17.6 31.7 4.9 16.2 3.6 11.6

株式投資信託保有層 (3147) 28.8 24.4 13.9 26.9 7.7 0.8 31.5

その他投資信託保有層 (904) 26.4 11.1 14.4 19.0 7.4 1.2 37.6

TOTAL

状
況
別

保
有

投
資
信
託

種
類
別

現
在
保
有

投
資
信
託
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5．投資信託購入状況（現在保有層・保有経験層） 

（6）償還・売却資金の流出先〔Q14:重複回答〕 

〔図 5-23〕 

n=

預貯金・MRF
などにまわした

すぐに株式、
債券を購入した

生活資金として
引き出した

すぐに他の投資
信託を購入した

まとまった支出に
あてた　※生活資金
にあてた場合を除く

その他 売却経験なし／
償還でお金を
得たことはない

(6449) 26.5 19.5 19.2 18.0 10.1 1.8 28.0

100万円未満 (12) 33.3 33.3 33.3 8.3 8.3 0.0 16.7

～300万円未満 (63) 22.2 17.5 11.1 23.8 12.7 0.0 39.7

～500万円未満 (133) 21.8 17.3 20.3 14.3 3.8 0.0 44.4

～1000万円未満 (157) 19.7 21.0 17.8 25.5 8.3 1.3 36.3

1000万円以上 (63) 38.1 23.8 14.3 25.4 7.9 0.0 27.0

100万円未満 (17) 5.9 41.2 17.6 11.8 5.9 0.0 35.3

～300万円未満 (55) 25.5 21.8 7.3 21.8 5.5 0.0 38.2

～500万円未満 (192) 22.4 17.2 13.0 22.9 5.2 0.0 39.1

～1000万円未満 (377) 21.2 27.6 15.9 20.4 5.0 0.3 38.5

1000万円以上 (94) 31.9 33.0 20.2 27.7 5.3 0.0 24.5

100万円未満 (14) 35.7 28.6 0.0 14.3 7.1 7.1 21.4

～300万円未満 (93) 17.2 18.3 22.6 16.1 7.5 1.1 36.6

～500万円未満 (216) 19.0 15.3 13.0 17.6 6.0 0.0 41.7

～1000万円未満 (514) 25.3 22.8 13.2 24.3 7.0 0.2 33.1

1000万円以上 (195) 39.0 27.7 16.4 22.1 7.2 1.5 27.7

100万円未満 (34) 20.6 14.7 29.4 11.8 5.9 2.9 29.4

～300万円未満 (89) 20.2 11.2 28.1 16.9 9.0 2.2 31.5

～500万円未満 (150) 25.3 11.3 24.0 13.3 7.3 0.0 34.0

～1000万円未満 (430) 24.4 17.4 17.4 15.1 11.9 1.4 29.1

1000万円以上 (259) 29.3 23.6 10.4 20.1 9.3 1.2 30.9

100万円未満 (45) 20.0 11.1 46.7 15.6 8.9 4.4 15.6

～300万円未満 (254) 22.0 12.6 29.1 12.6 10.2 2.4 28.0

～500万円未満 (362) 28.5 14.4 25.4 16.3 9.9 2.2 23.8

～1000万円未満 (478) 29.5 21.8 18.4 17.4 13.2 2.1 19.7

1000万円以上 (215) 29.3 27.4 12.1 22.3 13.0 1.4 27.0

100万円未満 (26) 23.1 7.7 38.5 3.8 7.7 7.7 15.4

～300万円未満 (292) 25.3 14.7 25.7 15.1 13.0 5.5 17.5

～500万円未満 (438) 28.8 19.6 24.2 17.1 16.2 4.1 17.8

～1000万円未満 (351) 39.3 19.7 18.2 20.2 14.8 2.3 14.8

1000万円以上 (78) 39.7 26.9 9.0 21.8 15.4 1.3 20.5

5
0
代

6
0
代

7
0
代

年
代
×
世
帯
年
収
別

2019年

2
0
代

3
0
代

4
0
代

(%)
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5．投資信託購入状況（現在保有層・保有経験層） 

（7）投資信託の優れていると感じる点〔Q15①：重複回答〕 

〔図 5-24〕 

〔図 5-25〕 

● 魅力点上位は前回と変わらず「少額でも分散投資ができる」(49.2%)、「専門知識や時間がなくても 
   投資ができる」(32.0%)が続く。「積立投資ができる」(26.3%)は前回より4.9ポイント、「少額でも 
   分散投資ができる」は4.8ポイント増加した。〔図5-24〕 ＊今回の変動は調査パネル変更の影響も考えられる 
 

● 年代別でみると、若年層ほど「少額でも分散投資ができる」「積立投資ができる」「少額でも投資の 
   面白味がある」「手数料が比較的安い」が高く、高齢層ほど「定期的に分配金が受け取れる」が高く 
   なる傾向。〔図5-25〕 
 

● 投信現在保有層は保有経験層に比べて各項目で高いが、中でも「少額でも分散投資ができる」 
   「専門知識がなくても投資ができる」「積立投資ができる」「種類が豊富で目的に応じたものが選べる」 
     「分配金が自動的に再投資される商品がある」が高い。〔図5-26〕 
 

n=

少額でも
分散投資
ができる

専門知識
や時間が
なくても投
資ができ
る

積立投資
ができる

定期的に
分配金が
受け取れ
る

比較的高
い利回り
が期待で
きる

購入手続
きが簡単
である

少額でも
投資の面
白味があ
る

種類が豊
富で目的
に応じた
ものが選
べる

分配金が
自動的に
再投資さ
れる商品
がある

手数料が
比較的安
い

海外投資
が手軽に
できる

購入後の
運用に関
する情報
が多い

その他 わからな
い・特にな
い

2019年 (6449) 49.2 32.0 26.3 25.2 22.8 22.2 21.9 19.3 18.9 11.6 11.1 7.0 0.2 18.6

2018年 (4588) 44.4 30.1 21.4 27.3 22.6 20.1 24.4 17.5 16.4 8.7 8.8 5.0 0.5 18.7

2017年 (4713) 39.8 39.5 20.3 29.9 23.4 19.0 22.4 17.4 19.1 7.4 10.1 4.7 0.2 19.0

(%)

(6449) 49.2 32.0 26.3 25.2 22.8 22.2 21.9 19.3 18.9 11.6 11.1 7.0 0.2 18.6

男性 (3771) 51.6 33.1 26.9 22.1 22.0 21.6 22.9 20.8 19.2 11.8 11.9 7.5 0.2 17.9

女性 (2678) 45.8 30.3 25.5 29.6 23.8 23.0 20.5 17.3 18.3 11.3 10.0 6.4 0.1 19.5

20代 (476) 60.7 34.0 35.1 14.3 18.9 19.7 31.9 20.6 16.4 17.4 11.3 10.1 0.4 9.0

30代 (791) 61.3 35.1 35.3 11.3 19.3 22.3 29.7 22.0 15.4 15.0 11.6 6.6 0.0 10.7

40代 (1123) 55.7 29.0 29.0 18.4 19.6 19.9 24.1 17.4 15.7 12.3 11.0 6.4 0.4 15.7

50代 (1075) 52.2 28.7 25.4 20.2 23.6 19.3 21.1 17.9 17.9 12.1 10.3 5.4 0.2 19.3

60代 (1534) 42.8 31.9 22.8 30.2 24.3 24.1 16.7 21.3 19.9 10.6 11.1 7.8 0.2 22.3

70代 (1450) 38.2 34.3 20.9 40.2 26.1 24.9 18.7 17.9 23.6 7.9 11.4 7.2 0.1 23.8

100万円未満 (148) 41.9 31.8 16.9 17.6 18.9 25.0 16.2 14.2 15.5 12.8 11.5 4.7 0.7 27.7

～300万円未満 (846) 43.4 32.0 22.5 28.8 20.7 24.7 20.7 18.0 16.4 11.7 11.9 6.5 0.4 24.0

～500万円未満 (1491) 48.7 33.1 26.2 27.1 21.3 22.2 20.9 18.9 19.9 11.9 10.0 6.8 0.0 17.8

～1000万円未満 (2307) 53.4 33.0 29.2 24.3 24.7 22.5 24.4 21.6 18.7 12.1 10.8 7.6 0.0 13.8

1000万円以上 (904) 52.7 34.1 29.2 21.7 27.0 22.7 23.2 20.6 21.2 11.3 15.3 8.5 0.6 14.4

TOTAL

性
別

年
代
別

世
帯
年
収
別
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5．投資信託購入状況（現在保有層・保有経験層） 

（7）投資信託の優れていると感じる点〔Q15①：重複回答〕 

〔図 5-26〕 

n=

少額でも
分散投
資ができ
る

専門知
識や時
間がなく
ても投資
ができる

積立投
資ができ
る

定期的
に分配
金が受
け取れる

比較的
高い利
回りが期
待できる

購入手
続きが簡
単である

少額でも
投資の
面白味
がある

種類が
豊富で
目的に
応じたも
のが選べ
る

分配金
が自動
的に再
投資され
る商品が
ある

手数料
が比較
的安い

海外投
資が手
軽にでき
る

購入後
の運用
に関する
情報が
多い

その他 わからな
い・特に
ない

(6449) 49.2 32.0 26.3 25.2 22.8 22.2 21.9 19.3 18.9 11.6 11.1 7.0 0.2 18.6

現在保有層 (4452) 54.1 34.3 29.9 25.9 24.2 23.6 23.7 21.5 21.7 12.8 13.1 7.7 0.2 13.8

保有経験層
(現在非保有)

(1997) 38.3 26.7 18.3 23.7 19.6 19.0 17.9 14.5 12.5 8.7 6.6 5.6 0.2 29.3

株式投資信託
保有層

(3147) 59.4 35.8 32.6 24.7 25.3 25.6 26.9 23.9 23.5 14.3 14.9 8.9 0.2 9.9

その他投資信
託保有層

(904) 46.3 36.6 26.2 33.8 25.1 21.6 18.4 18.7 20.7 10.6 11.5 6.0 0.3 12.4

TOTAL

保
有
状
況
別

投
資
信
託

種
類
別

現
在
保
有

投
資
信
託

(%)
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5．投資信託購入状況（現在保有層・保有経験層） 

（7）投資信託で特に魅力を感じる点〔Q15②：単数回答〕 

● 投資信託で特に魅力を感じる点としては、「少額でも分散投資ができる」(23.2%)、  
     「専門知識や時間がなくても投資できる」(12.3%)が上位にあがる。 
     「少額でも分散投資ができる」は前回より5.0ポイント増加。〔図5-27〕 
     ＊今回の変動は調査パネル変更の影響も考えられる 
 

● 年代別では、若年層ほど「少額でも分散投資ができる」「積立投資ができる」「少額でも投資の面白味 
   がある」が高く、高齢層ほど「比較的高い利回りが期待できる」「定期的に分配金が受け取れる」が 
     高くなる傾向。〔図5-28〕 
 

● 投信現在保有層、株式投信保有層では、「少額でも分散投資ができる」が高く、その他投信保有層 
     では「定期的に分配金が受け取れる」が高い。〔図5-29〕 

〔図 5-27〕 

〔図 5-28〕 
(6449) 23.2 12.3 9.4 9.2 6.9 6.1 3.2 2.5 2.3 2.1 1.6 0.8 0.2 20.0

男性 (3771) 25.3 12.5 9.4 6.9 7.3 6.5 3.8 2.7 1.9 2.1 1.7 0.8 0.2 18.8

女性 (2678) 20.3 11.9 9.5 12.5 6.3 5.5 2.5 2.4 2.9 2.1 1.5 0.7 0.1 21.7

20代 (476) 36.8 12.2 6.3 2.7 9.0 11.3 4.0 2.3 2.5 1.5 1.1 1.1 0.2 9.0

30代 (791) 34.8 12.4 6.1 2.9 10.5 9.4 3.4 3.7 1.6 1.6 1.9 0.9 0.0 10.9

40代 (1123) 29.1 10.9 8.2 5.1 9.6 7.4 2.7 3.1 2.1 1.9 2.2 1.0 0.4 16.3

50代 (1075) 25.7 11.5 10.7 7.5 6.5 5.5 3.0 3.3 1.8 1.4 2.0 0.5 0.2 20.4

60代 (1534) 17.5 12.8 11.0 11.6 5.3 4.1 3.8 2.0 2.9 2.3 1.4 1.0 0.1 24.1

70代 (1450) 12.2 13.3 10.6 16.8 4.2 4.2 2.8 1.6 2.7 3.0 1.0 0.5 0.1 27.0

100万円未満 (148) 20.3 10.8 7.4 6.8 3.4 6.1 0.7 2.7 5.4 2.0 2.7 0.7 0.0 31.1

～300万円未満 (846) 19.7 13.8 7.4 12.2 4.3 6.1 2.1 1.5 2.8 1.4 1.8 0.7 0.4 25.7

～500万円未満 (1491) 22.1 13.7 8.5 10.7 7.2 6.1 2.9 3.0 2.2 2.5 1.2 0.7 0.0 19.2

～1000万円未満 (2307) 25.4 12.2 10.9 8.5 8.1 6.9 3.9 2.5 2.1 2.4 1.4 1.0 0.0 14.7

1000万円以上 (904) 27.5 12.9 11.5 4.8 8.2 5.0 4.2 2.7 2.0 1.8 2.9 0.8 0.6 15.3

TOTAL

性
別

年
代
別

世
帯
年
収
別

n=

少額でも
分散投
資ができ
る

専門知
識や時
間がなく
ても投資
ができる

比較的
高い利
回りが期
待できる

定期的
に分配
金が受
け取れる

積立投
資ができ
る

少額でも
投資の
面白味
がある

種類が
豊富で
目的に
応じたも
のが選べ
る

手数料
が比較
的安い

購入手
続きが簡
単である

分配金
が自動
的に再
投資され
る商品が
ある

海外投
資が手
軽にでき
る

購入後
の運用
に関する
情報が
多い

その他 わからな
い・特に
ない

2019年 (6449) 23.2 12.3 9.4 9.2 6.9 6.1 3.2 2.5 2.3 2.1 1.6 0.8 0.2 20.0

2018年 (4588) 18.2 14.0 11.0 12.5 5.6 8.1 3.3 1.9 2.5 2.1 1.3 0.4 0.4 18.7

2017年 (4713) 15.2 18.3 10.7 12.8 5.6 6.9 3.4 1.4 2.4 2.3 1.4 0.3 0.2 19.0

(%)
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5．投資信託購入状況（現在保有層・保有経験層） 

（7）投資信託で特に魅力を感じる点〔Q15②：単数回答〕 

〔図 5-29〕 

n=

少額でも
分散投
資ができ
る

専門知
識や時
間がなく
ても投資
ができる

比較的
高い利
回りが期
待できる

定期的
に分配
金が受
け取れる

積立投
資ができ
る

少額でも
投資の
面白味
がある

種類が
豊富で
目的に
応じたも
のが選べ
る

手数料
が比較
的安い

購入手
続きが簡
単である

分配金
が自動
的に再
投資され
る商品が
ある

海外投
資が手
軽にでき
る

購入後
の運用
に関する
情報が
多い

その他 わからな
い・特に
ない

(6449) 23.2 12.3 9.4 9.2 6.9 6.1 3.2 2.5 2.3 2.1 1.6 0.8 0.2 20.0

現在保有層 (4452) 25.7 12.7 9.6 9.8 7.8 6.2 3.6 2.8 2.1 2.3 1.8 0.7 0.2 14.7

保有経験層
(現在非保有)

(1997) 17.8 11.3 9.0 7.9 5.0 5.9 2.4 2.1 2.9 1.6 1.2 1.0 0.2 31.9

株式投資信託
保有層

(3147) 28.2 13.3 9.7 8.3 8.4 7.1 4.0 2.9 2.0 2.4 1.9 0.9 0.2 10.7

その他投資信
託保有層

(904) 21.7 13.3 11.1 15.4 7.2 4.6 3.3 2.5 2.7 2.2 2.1 0.3 0.2 13.4

TOTAL

保
有
状
況
別

投
資
信
託

種
類
別

現
在
保
有

投
資
信
託

(%)
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5．投資信託購入状況（現在保有層・保有経験層） 

（8）投資信託で不満に感じる点〔Q16①：重複回答〕 

● 不満点は、「手数料が比較的高い」(29.3%)、「元本保証がない」(27.7%)、「仕組みや運用手法 
がわかりにくい」(27.4%)、「リターンが低い」(25.8%)が上位。前回に比べて、「元本保証がない」は 
6.4ポイント、「専門知識がないと商品を選びにくい」(21.9%)が5.5ポイント減少。〔図5-30〕 
 ＊今回の変動は調査パネル変更の影響も考えられる 

 

● どの不満も高齢層ほど高くなる傾向だが、「手数料が比較的高い」「元本保証がない」「種類が多く 
選択に迷う」は高齢層ほど高い。〔図5-31〕 

 

● 株式投信保有層では、他層に比べて「元本保証がない」が低く、「株式に比べて面白さに欠ける」 
   が高い。〔図5-32〕 
 

〔図 5-30〕 

〔図 5-31〕 

n=

手数料
が比較
的高い

元本保
証がない

仕組み
や運用
手法が
わかりに
くい

リターン
が低い

専門知
識がない
と商品を
選びにく
い

公社債
に比べて
リスクが
高い

株式に
比べて
面白さに
欠ける

種類が
多く選択
に迷う

購入後
の運用
に関する
情報が
少ない

クローズ
ド期間が
ある

手続きが
わずらわ
しい

その他 わからな
い・特に
ない

2019年 (6449) 29.3 27.7 27.4 25.8 21.9 17.0 16.8 16.6 11.3 7.4 7.1 0.5 19.1

2018年 (4588) 28.5 34.1 30.1 22.1 27.4 17.3 15.0 19.0 12.5 7.9 8.0 0.6 13.6

2017年 (4713) 26.5 51.5 26.5 19.5 21.2 16.7 14.6 17.4 11.1 7.6 6.7 0.4 15.6

(%)

(6449) 29.3 27.7 27.4 25.8 21.9 17.0 16.8 16.6 11.3 7.4 7.1 0.5 19.1

男性 (3771) 28.5 19.6 23.6 27.6 17.2 14.5 19.1 14.5 10.3 6.5 6.4 0.6 21.6

女性 (2678) 30.5 39.0 32.7 23.3 28.6 20.6 13.6 19.7 12.7 8.7 8.0 0.3 15.5

20代 (476) 16.0 10.9 25.6 29.2 21.0 12.4 16.6 12.4 10.7 6.9 9.2 0.6 18.5

30代 (791) 20.0 13.3 21.6 28.3 17.7 12.3 15.9 11.3 9.6 6.4 8.6 0.3 21.5

40代 (1123) 24.8 18.7 25.4 26.1 20.6 11.3 17.0 14.1 10.2 6.3 9.6 0.5 21.0

50代 (1075) 28.4 27.8 25.7 24.0 19.4 15.2 13.0 17.8 9.8 8.1 7.8 0.7 20.6

60代 (1534) 33.7 32.7 29.1 24.5 23.0 20.5 15.8 18.8 11.8 7.5 5.6 0.5 18.7

70代 (1450) 38.4 42.6 32.1 25.7 26.3 23.1 21.1 19.8 13.9 8.3 4.6 0.3 15.7

100万円未満 (148) 25.7 27.0 31.8 25.0 21.6 19.6 6.8 18.2 10.1 4.7 6.1 2.0 23.0

～300万円未満 (846) 27.4 31.4 29.9 23.9 23.4 17.7 16.4 16.1 11.8 6.4 6.6 0.7 19.0

～500万円未満 (1491) 29.3 31.7 26.8 27.2 22.3 17.8 16.5 17.4 10.5 8.5 5.9 0.2 18.5

～1000万円未満 (2307) 28.0 25.1 27.9 25.8 22.1 17.1 17.8 17.0 11.9 6.7 7.7 0.3 16.7

1000万円以上 (904) 32.1 21.8 23.1 27.4 18.3 15.2 20.6 14.9 11.0 9.8 6.7 0.7 19.5

TOTAL

性
別

年
代
別

世
帯
年
収
別
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5．投資信託購入状況（現在保有層・保有経験層） 

（8）投資信託で不満に感じる点〔Q16①：重複回答〕 

〔図 5-32〕 

n=

手数料
が比較
的高い

元本保
証がない

仕組み
や運用
手法が
わかりに
くい

リターン
が低い

専門知
識がない
と商品を
選びにく
い

公社債
に比べて
リスクが
高い

株式に
比べて
面白さに
欠ける

種類が
多く選択
に迷う

購入後
の運用
に関する
情報が
少ない

クローズ
ド期間が
ある

手続きが
わずらわ
しい

その他 わからな
い・特に
ない

(6449) 29.3 27.7 27.4 25.8 21.9 17.0 16.8 16.6 11.3 7.4 7.1 0.5 19.1

現在保有層 (4452) 28.9 26.8 26.8 24.7 21.2 15.8 16.5 17.6 10.9 6.8 6.4 0.5 19.5

保有経験層
(現在非保有)

(1997) 30.4 29.7 28.8 28.1 23.5 19.6 17.5 14.4 12.2 8.7 8.7 0.5 18.1

株式投資信託
保有層

(3147) 29.4 24.5 26.3 26.1 20.1 15.4 19.0 18.6 11.1 7.6 6.6 0.5 17.6

その他投資信
託保有層

(904) 31.2 34.8 28.9 23.0 25.7 19.5 12.3 17.4 11.5 6.1 5.3 0.4 15.7

TOTAL

保
有
状
況
別

投
資
信
託

種
類
別

現
在
保
有

投
資
信
託

(%)
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5．投資信託購入状況（現在保有層・保有経験層） 

（8）投資信託で特に不満に感じる点〔Q16②：単数回答〕 

〔図 5-33〕 

〔図 5-34〕 

● 投信で特に不満を感じる点は、「元本保証がない」(15.2%)、「手数料が比較的高い」(14.7%)、 
   「リターンが低い」(11.0%)が上位。〔図5-33〕  
 

● 年代別でみると、高齢層ほど「元本保証がない」「手数料が比較的高い」が増加する。 
   また、若年層ほど「リターンが低い」「仕組みや運用手法がわかりにくい」が高い。〔図5-34〕 
 

● 株式投信保有層では、「元本保証がない」が他層より低い。〔図5-35〕 

n=

元本保
証がない

手数料
が比較
的高い

リターン
が低い

仕組み
や運用
手法が
わかりに
くい

専門知
識がない
と商品を
選びにく
い

株式に
比べて
面白さに
欠ける

公社債
に比べて
リスクが
高い

種類が
多く選択
に迷う

購入後
の運用
に関する
情報が
少ない

手続きが
わずらわ
しい

クローズ
ド期間が
ある

その他 わからな
い・特に
ない

2019年 (6449) 15.2 14.7 11.0 9.7 6.8 6.1 5.6 4.4 2.8 1.8 1.5 0.4 19.7

2018年 (4588) 19.7 13.7 8.8 9.8 10.0 5.2 5.1 5.4 3.3 2.3 1.9 0.4 13.6

2017年 (4713) 30.2 12.1 7.2 8.1 5.5 5.0 4.4 4.4 2.7 1.9 1.8 0.3 15.6

(%)

(6449) 15.2 14.7 11.0 9.7 6.8 6.1 5.6 4.4 2.8 1.8 1.5 0.4 19.7

男性 (3771) 9.7 16.4 13.1 9.2 6.1 7.6 4.9 4.4 2.8 1.7 1.4 0.5 22.2

女性 (2678) 22.9 12.2 8.1 10.5 7.9 4.1 6.6 4.4 2.8 2.0 1.8 0.3 16.2

20代 (476) 5.5 7.8 15.8 14.5 9.5 6.7 6.3 4.6 4.0 4.4 1.5 0.4 19.1

30代 (791) 6.8 10.2 16.7 11.0 8.0 7.5 4.8 4.9 3.4 2.5 2.0 0.3 21.9

40代 (1123) 9.5 13.7 12.8 9.8 7.7 7.6 5.0 5.0 3.1 2.2 1.7 0.5 21.3

50代 (1075) 16.6 15.8 10.6 9.8 6.1 3.7 4.7 4.8 2.8 2.1 1.1 0.7 21.1

60代 (1534) 18.8 16.6 8.7 8.7 6.0 5.3 6.5 4.3 2.5 1.2 1.8 0.4 19.2

70代 (1450) 22.4 17.4 7.8 8.5 6.1 6.8 6.3 3.2 2.1 0.8 1.2 0.3 17.0

100万円未満 (148) 14.9 12.2 7.4 15.5 6.8 2.7 7.4 4.1 0.7 2.0 1.4 2.0 23.0

～300万円未満 (846) 19.0 11.3 9.0 11.0 6.9 6.0 5.8 4.3 3.1 1.5 2.1 0.6 19.4

～500万円未満 (1491) 18.2 14.1 11.6 8.6 7.2 6.7 5.4 3.5 2.2 1.7 1.3 0.2 19.1

～1000万円未満 (2307) 13.3 14.8 12.3 10.7 7.1 6.1 6.0 5.4 3.5 1.9 1.3 0.2 17.5

1000万円以上 (904) 9.2 18.7 11.0 7.9 6.2 8.2 6.2 4.8 2.9 2.1 2.5 0.7 19.8

TOTAL

性
別

年
代
別

世
帯
年
収
別
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5．投資信託購入状況（現在保有層・保有経験層） 

（8）投資信託で特に不満に感じる点〔Q16②：単数回答〕 

〔図 5-35〕 

n=

元本保
証がない

手数料
が比較
的高い

リターン
が低い

仕組み
や運用
手法が
わかりに
くい

専門知
識がない
と商品を
選びにく
い

株式に
比べて
面白さに
欠ける

公社債
に比べて
リスクが
高い

種類が
多く選択
に迷う

購入後
の運用
に関する
情報が
少ない

手続きが
わずらわ
しい

クローズ
ド期間が
ある

その他 わからな
い・特に
ない

(6449) 15.2 14.7 11.0 9.7 6.8 6.1 5.6 4.4 2.8 1.8 1.5 0.4 19.7

現在保有層 (4452) 14.0 15.0 10.9 9.8 6.9 6.1 5.1 5.1 2.9 1.8 1.6 0.4 20.2

保有経験層
(現在非保有)

(1997) 17.8 14.0 11.3 9.5 6.7 6.2 6.8 2.7 2.7 2.1 1.4 0.5 18.6

株式投資信託
保有層

(3147) 12.2 15.9 11.9 9.9 6.7 7.1 5.2 5.8 3.0 1.8 1.7 0.4 18.3

その他投資信
託保有層

(904) 20.1 15.4 10.1 9.2 8.3 4.2 5.6 4.5 2.7 1.4 1.8 0.4 16.3

TOTAL

保
有
状
況
別

投
資
信
託

種
類
別

現
在
保
有

投
資
信
託

(%)
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6．投資信託保有未経験者の状況 
（金融資産保有未経験層を含む） 
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6．投資信託保有未経験者の状況（金融資産保有未経験層を含む） 

（1）投資信託の非購入理由〔Q28:重複回答〕 

〔図 6-1〕 

● 投信保有未経験層の投信非購入理由は、前回同様に「興味がない」(41.7%)、 
     「投資の知識がない」(36.8%)、「損をしそうで怖い」(29.1%)が上位。〔図6-1〕 
 

● 年代別でみると、他年代に比べて30・40代で「興味がない」が低い。また、若年層ほど 
   「投資の知識がない」「なんとなく機会がなかった」が高くなり、「元本保証がない」は低くなる傾向。 
   〔図6-2〕 
 

● 投信保有状況別では、金融資産保有経験のある層では、「元本保証がない」「手数料など費用 
   が高い」が高い。保有経験の無い層では「興味がない」(45.9%)が特に高い。〔図6-3〕 

〔図 6-2〕 

n=

そもそも
興味が
ない

投資の
知識が
ない

損をしそ
うで怖い

元本保
証がない

まとまった
資金が
ない

投資信
託の仕
組みがよ
くわから
ない

手数料
など費用
が高い

なんとな
く機会が
なかった

商品の
種類が
多く自分
では選
択できな
い

投資信
託の存
在を知ら
なかった

購入す
るのに手
間がかか
る

投資信
託を買う
よりも自
分で株
などを運
用した方
がいい

その他

2019年 (13551) 41.7 36.8 29.1 22.9 22.7 20.2 12.9 7.4 6.7 4.9 4.2 4.0 0.7

2018年 (15412) 48.4 38.0 29.9 20.2 24.3 22.8 10.2 11.8 8.1 5.3 5.1 2.6 0.9

2017年 (15287) 46.4 38.3 22.5 19.4 19.5 24.4 10.6 8.0 5.7 5.0 3.5 － 1.2

(%)

(13551) 41.7 36.8 29.1 22.9 22.7 20.2 12.9 7.4 6.7 4.9 4.2 4.0 0.7

男性 (6177) 42.0 31.1 23.4 21.1 22.0 16.7 12.6 8.0 4.8 4.6 3.9 5.8 0.9

女性 (7374) 41.4 41.5 33.8 24.5 23.3 23.2 13.2 6.9 8.4 5.2 4.4 2.4 0.6

20代 (2134) 41.5 39.8 26.8 11.1 22.7 21.9 9.1 9.7 5.0 7.2 5.2 2.4 0.5

30代 (2396) 38.8 40.3 32.1 16.2 24.2 23.6 11.3 9.8 7.5 6.1 5.6 3.1 0.4

40代 (2907) 37.3 37.7 30.0 24.1 23.8 20.8 14.0 7.9 7.1 5.6 5.1 4.0 0.7

50代 (2286) 44.4 34.7 28.5 25.4 22.0 17.9 13.7 6.4 5.6 3.9 3.4 3.2 0.9

60代 (2187) 44.3 33.8 30.4 31.5 21.8 18.2 15.4 4.1 7.4 3.4 2.6 4.9 0.8

70代 (1641) 46.6 32.8 25.1 31.1 20.8 18.3 13.7 5.7 8.0 2.3 2.3 7.0 1.2

100万円未満 (594) 53.0 29.5 20.9 16.7 22.2 14.1 12.3 5.9 3.2 6.1 4.4 2.2 0.8

～300万円未満 (2269) 41.7 38.7 30.5 24.2 29.4 22.7 15.0 5.7 7.8 5.4 4.5 3.8 1.1

～500万円未満 (3140) 37.6 40.4 32.8 26.3 26.0 22.4 14.1 7.4 7.0 5.4 4.2 4.6 0.6

～1000万円未満 (3736) 33.8 40.0 31.3 23.6 22.4 21.9 13.0 8.6 7.3 4.8 4.1 4.7 0.7

1000万円以上 (874) 34.0 36.7 31.4 26.1 16.7 20.7 15.8 8.9 7.6 4.3 5.0 4.8 0.7

TOTAL

性
別

年
代
別

世
帯
年
収
別
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6．投資信託保有未経験者の状況（金融資産保有未経験層を含む） 

（1）投資信託の非購入理由〔Q28:重複回答〕 

〔図 6-3〕 

n=

そもそも
興味が
ない

投資の
知識が
ない

損をしそ
うで怖い

元本保
証がない

まとまった
資金が
ない

投資信
託の仕
組みがよ
くわから
ない

手数料
など費用
が高い

なんとな
く機会が
なかった

商品の
種類が
多く自分
では選
択できな
い

投資信
託の存
在を知ら
なかった

購入す
るのに手
間がかか
る

投資信
託を買う
よりも自
分で株
などを運
用した方
がいい

その他

(13551) 41.7 36.8 29.1 22.9 22.7 20.2 12.9 7.4 6.7 4.9 4.2 4.0 0.7

金融資産
保有経験有

(3512) 29.6 33.3 27.9 29.4 19.8 21.0 18.5 8.8 8.0 3.7 4.2 11.4 0.8

金融資産
保有経験無

(10039) 45.9 38.0 29.5 20.7 23.7 20.0 10.9 6.9 6.3 5.3 4.2 1.4 0.7

TOTAL

保
有
状
況
別

投
資
信
託

保有
未経験層

(%)
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6．投資信託保有未経験者の状況（金融資産保有未経験層を含む） 

（2）投資信託購入検討のきっかけ〔Q29:重複回答〕 

〔図 6-4〕 

〔図 6-5〕 

● 投資信託購入検討のきっかけは、前回同様に全体的に分散傾向。上位には「金融や投資を勉強して 
   理解できたら」(20.1%)、「手取り収入が増えたら」(19.7%)があがる。〔図6-4〕 
 

● 年代別では、若年層ほど「金融や投資方法を勉強して理解したら」「手取り収入が増えたら」 
   「身近な人に勧められたら」「貯蓄が一定額に達したら」「初心者セミナーなどがあれば」「職場で確定拠出 
   年金・つみたてNISA等が整備されたら」「専門知識を持つ人に教えてもらえたら」が高くなる傾向。 
   〔図6-5〕 
 

 

● 投信保有状況別でみると、金融資産保有経験のある層では」「手数料の低い投資信託商品が 
   充実してきたら」「税制上の優遇措置がより拡大してきたら」が、保有経験のない層では「職場で確定 
   拠出年金・つみたてNISA等が整備されたら」が他層に比べて高い。〔図6-6〕 

n=

金融や投
資を勉強
して理解
できたら

手取り収
入が増え
たら

身近な人
に勧めら
れたら

貯蓄が一
定額に達
したら

低リスクの
投資信託
商品が充
実してきた
ら

初心者向
けセミナー
など、説
明してもら
える機会
があれば

職場で確
定拠出年
金・つみた
てNISA
等が整備
されたら

手数料の
低い投資
信託商品
が充実し
てきたら

経済が上
向き、値
上がりが
期待でき
る様になっ
たら

金融機関
などで、専
門知識を
持つ人に
教えてもら
えたら

税制上の
優遇措置
が、より拡
充してきた
ら

退職金・
相続など
での臨時
収入が
あったら

その他

2019年 (13551) 20.1 19.7 17.4 17.0 15.8 13.3 12.4 11.8 11.7 10.9 8.9 5.1 9.4

2018年 (15412) 23.1 21.8 20.1 16.1 15.7 14.0 － 10.4 13.8 15.7 16.4 6.7 11.3

2017年 (15287) 21.3 21.4 20.4 16.0 14.4 13.6 － 10.0 13.9 13.7 16.3 6.7 11.2

(%)

(13551) 20.1 19.7 17.4 17.0 15.8 13.3 12.4 11.8 11.7 10.9 8.9 5.1 9.4

男性 (6177) 18.1 20.9 13.0 18.4 13.8 11.0 14.5 11.1 10.7 9.7 10.1 5.5 10.1

女性 (7374) 21.7 18.6 21.1 15.7 17.5 15.2 10.7 12.4 12.6 11.9 7.9 4.7 8.9

20代 (2134) 23.4 24.8 26.1 21.0 14.2 17.3 17.8 9.5 10.4 13.4 7.3 2.9 4.7

30代 (2396) 24.2 25.1 22.5 21.0 16.0 16.4 16.4 11.5 10.2 14.1 9.2 4.1 4.5

40代 (2907) 21.9 23.0 18.1 18.3 15.3 13.7 14.4 11.7 11.0 11.7 8.5 5.4 5.7

50代 (2286) 17.7 18.1 12.9 14.9 15.4 11.2 12.0 12.5 11.1 9.7 10.2 6.6 10.1

60代 (2187) 15.8 13.0 11.9 12.1 17.6 10.0 6.6 12.4 13.6 7.8 7.9 5.7 16.4

70代 (1641) 15.4 10.1 11.3 12.7 16.8 10.1 4.5 13.3 15.4 7.6 11.1 6.0 19.2

100万円未満 (594) 15.2 20.2 11.8 16.0 11.4 9.1 15.7 9.8 9.8 6.9 7.7 2.9 15.3

～300万円未満 (2269) 20.1 23.2 15.7 18.8 15.2 11.3 9.1 12.0 11.8 8.9 7.8 5.4 12.5

～500万円未満 (3140) 20.4 21.9 18.2 19.5 16.1 14.7 11.8 12.2 12.4 11.9 7.9 4.7 8.1

～1000万円未満 (3736) 23.3 19.8 21.0 18.3 18.0 17.0 11.2 12.9 11.6 13.8 10.1 6.0 5.9

1000万円以上 (874) 21.3 13.6 20.6 15.8 18.3 14.5 13.6 13.6 12.1 13.8 12.1 6.9 5.9

TOTAL

性
別

年
代
別

世
帯
年
収
別

※選択肢「職場で確定拠出年金・つみたてNISA等が整備されたら」は2019年より聴取 
※「その他」には、「興味がない」「特にない」「わからない」なども含む 
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6．投資信託保有未経験者の状況（金融資産保有未経験層を含む） 

（2）投資信託購入検討のきっかけ〔Q29:重複回答〕 

〔図 6-6〕 
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での臨時
収入が
あったら
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(13551) 20.1 19.7 17.4 17.0 15.8 13.3 12.4 11.8 11.7 10.9 8.9 5.1 9.4

金融資産
保有経験有

(3512) 20.7 16.7 15.6 16.8 18.8 13.7 8.7 17.3 14.4 11.6 13.3 5.6 8.8

金融資産
保有経験無

(10039) 19.9 20.7 18.1 17.0 14.8 13.1 13.7 9.8 10.8 10.7 7.4 4.9 9.7

TOTAL

保
有
状
況
別

投
資
信
託

保有
未経験層

(%)
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7．投資信託全般に関する状況（全体） 
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7．投資信託全般に関する状況（全体） 

（1）投資信託の商品特徴認知状況〔Q12:重複回答〕 

〔図 7-1〕 

● 投資信託の特徴認知では、「元本保証がない」(51.6%)が特に高く、「リスクとリターンは表裏一体の 
   関係」(40.5%)が続く。この他に「国内と海外の投信がある」(37.0％)、「価格変動と為替リスクが 
     ある」(36.3％)、「証券会社以外でも購入できる」(34.5%)が上位。 「リスクとリターンは表裏一体 
     の関係」 は前回に比べて10.5ポイント増加。〔図7-1〕 ＊今回の変動は調査パネル変更の影響も考えられる 
 

● 年代、世帯年収が高くなるほど、いずれの商品特徴の認知率も高くなる。〔図7-2〕 
 

● 投信現在保有種類別でみると、株式投信保有層はその他投信保有層に比べて、「投信の評価を 
   行う会社がある」「MRFは投信商品である」「投信は信託銀行で分別管理」の認知度がやや高い。 
     〔図7-4〕 

〔図 7-2〕 
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保証は
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外の投
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投資信
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MRFは
投資信
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2019年 (20000) 51.6 40.5 37.0 36.3 34.5 26.9 24.7 22.5 12.8 11.6 11.3 9.9 34.3

2018年 (20000) 49.0 30.0 34.1 34.1 32.3 22.1 24.3 18.2 9.7 8.7 8.7 7.5 36.8

2017年 (20000) 46.2 28.0 32.6 32.5 31.4 21.2 23.3 16.9 9.5 9.0 8.7 5.9 39.8

(%)

(20000) 51.6 40.5 37.0 36.3 34.5 26.9 24.7 22.5 12.8 11.6 11.3 9.9 34.3

男性 (9948) 54.9 43.3 40.3 40.7 36.3 32.1 26.6 26.7 16.0 14.0 13.9 13.0 31.2

女性 (10052) 48.4 37.7 33.7 32.0 32.7 21.8 22.9 18.4 9.7 9.1 8.7 6.9 37.4

20代 (2610) 28.0 29.3 24.9 24.6 19.5 15.4 15.1 11.6 7.5 5.7 6.1 6.6 50.5

30代 (3187) 39.2 33.0 30.2 29.6 24.9 21.8 21.1 17.7 10.4 7.9 7.6 8.4 43.4

40代 (4030) 48.8 36.9 34.3 32.5 29.5 24.2 24.1 21.2 12.9 10.4 11.4 9.7 36.9

50代 (3361) 58.4 43.1 36.8 37.5 37.7 28.2 25.9 23.4 14.0 13.0 14.1 11.3 31.8

60代 (3721) 63.7 48.2 43.6 42.9 43.6 33.8 27.9 28.8 15.2 14.1 13.0 10.9 25.1

70代 (3091) 66.3 50.3 50.0 49.2 49.3 35.7 32.1 30.0 15.5 17.1 14.4 12.2 21.7

100万円未満 (742) 37.2 25.1 24.5 23.5 22.4 15.0 13.2 12.3 6.1 5.4 6.6 4.9 50.3

～300万円未満 (3115) 49.7 39.6 34.0 34.6 32.3 24.4 21.6 20.0 10.1 9.6 8.7 7.5 36.9

～500万円未満 (4631) 53.7 40.2 37.9 36.2 35.5 27.3 24.9 21.7 11.4 11.0 10.2 9.4 32.0

～1000万円未満 (6043) 56.9 45.8 42.2 41.2 38.2 31.2 28.8 26.1 15.4 13.1 13.6 11.8 26.9

1000万円以上 (1778) 64.6 53.5 51.6 50.9 48.4 41.3 36.6 37.1 26.2 22.7 22.8 20.7 21.2

TOTAL

性
別

年
代
別

世
帯
年
収
別
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7．投資信託全般に関する状況（全体） 

（1）投資信託の商品特徴認知状況〔Q12:重複回答〕 

〔図 7-3〕 
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は、信託銀
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(20000) 51.6 40.5 37.0 36.3 34.5 26.9 24.7 22.5 12.8 11.6 11.3 9.9 34.3

100万円未満 (151) 19.9 18.5 16.6 17.2 10.6 7.9 7.3 5.3 4.6 2.0 4.6 2.0 62.3

～300万円未満 (398) 24.9 27.6 22.1 20.9 15.1 13.1 12.6 11.1 4.0 4.8 5.5 5.5 53.3

～500万円未満 (627) 31.7 31.7 28.7 27.1 22.2 19.6 18.0 13.9 7.8 6.4 5.6 6.7 45.0

～1000万円未満 (609) 36.8 38.9 32.7 33.5 27.8 19.4 19.9 15.3 11.3 8.0 7.2 9.7 37.3

1000万円以上 (169) 42.0 42.6 39.6 38.5 30.8 26.0 27.8 20.7 17.8 13.6 16.6 16.6 32.5

100万円未満 (107) 18.7 14.0 13.1 17.8 5.6 8.4 2.8 7.5 4.7 1.9 0.9 0.9 70.1

～300万円未満 (398) 33.7 29.9 24.4 26.6 19.1 16.8 14.6 10.8 7.3 5.8 3.8 4.0 51.3

～500万円未満 (789) 39.9 32.4 31.2 28.1 25.3 20.9 20.7 16.7 9.9 7.7 7.4 7.9 41.8

～1000万円未満 (1129) 47.4 39.8 37.6 36.0 30.0 27.9 26.9 22.1 12.2 9.5 10.0 11.2 31.6

1000万円以上 (204) 56.9 52.5 48.0 48.0 47.1 38.2 35.8 38.2 25.0 20.1 20.1 23.5 21.6

100万円未満 (122) 30.3 18.0 18.9 18.9 18.0 13.9 11.5 11.5 7.4 5.7 7.4 5.7 63.1

～300万円未満 (485) 44.3 34.6 30.1 29.5 24.5 21.9 17.7 18.4 9.3 7.6 8.5 6.6 42.1

～500万円未満 (828) 49.5 32.6 32.7 29.8 27.4 22.0 23.3 18.8 9.5 8.0 8.7 6.8 36.2

～1000万円未満 (1558) 52.6 42.8 38.4 36.3 32.6 27.0 27.7 23.6 14.8 11.7 12.5 10.5 30.9

1000万円以上 (407) 62.9 48.9 51.4 48.4 46.2 41.5 39.1 36.4 26.8 21.4 24.3 22.9 23.1

100万円未満 (137) 59.1 31.4 34.3 34.3 35.0 21.2 21.9 17.5 8.8 10.2 8.8 10.2 32.8

～300万円未満 (374) 52.7 39.3 29.7 32.6 33.7 24.1 18.7 19.5 11.0 9.4 11.5 8.6 38.8

～500万円未満 (560) 57.0 39.6 33.2 33.2 34.3 24.1 22.0 19.3 9.8 10.4 11.4 8.4 33.8

～1000万円未満 (1225) 61.6 45.7 39.3 40.2 39.9 29.7 29.3 24.1 14.9 13.3 15.3 12.1 26.6

1000万円以上 (537) 68.0 54.6 51.2 50.5 49.3 42.8 35.8 37.2 25.3 23.8 23.8 19.0 21.2

100万円未満 (140) 53.6 37.9 32.9 28.6 34.3 20.7 18.6 19.3 5.7 7.1 6.4 4.3 35.7

～300万円未満 (731) 59.6 48.2 40.6 40.1 40.4 30.2 25.3 25.4 12.6 10.0 9.4 8.5 27.5

～500万円未満 (926) 65.7 48.3 44.1 41.6 45.7 34.3 28.0 27.2 13.4 14.3 11.2 10.2 23.9

～1000万円未満 (952) 71.0 52.6 50.6 50.7 49.2 41.6 31.6 35.6 19.4 17.6 18.3 14.0 17.3

1000万円以上 (341) 71.8 60.1 54.8 56.9 54.3 46.0 37.5 43.1 29.3 26.4 23.2 20.2 16.4

100万円未満 (85) 38.8 29.4 31.8 22.4 30.6 17.6 16.5 11.8 4.7 4.7 12.9 5.9 37.6

～300万円未満 (729) 64.1 46.5 44.0 45.5 45.3 30.9 30.6 25.9 12.5 15.5 11.0 9.6 25.2

～500万円未満 (901) 70.6 52.1 51.6 51.7 51.5 37.8 33.5 30.1 15.6 16.9 15.4 14.7 17.6

～1000万円未満 (570) 75.1 62.1 63.5 59.8 58.9 47.4 39.6 41.2 21.6 21.8 18.9 14.9 11.8

1000万円以上 (120) 80.0 63.3 68.3 66.7 62.5 47.5 43.3 42.5 33.3 28.3 25.8 23.3 11.7

5
0
代

6
0
代

7
0
代

年
代
×
世
帯
年
収
別

TOTAL

2
0
代

3
0
代

4
0
代

(%)
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7．投資信託全般に関する状況（全体） 

（1）投資信託の商品特徴認知状況〔Q12:重複回答〕 

〔図 7-4〕 
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(20000) 51.6 40.5 37.0 36.3 34.5 26.9 24.7 22.5 12.8 11.6 11.3 9.9 34.3

現在保有層 (4452) 76.3 66.3 69.5 64.8 60.4 55.3 50.8 50.5 31.1 30.3 29.2 24.8 5.7

保有経験層
(現在非保有)

(1997) 74.2 57.2 59.6 55.7 53.2 42.3 30.7 39.5 22.8 19.6 22.8 16.9 8.8

金融資産
保有経験有

(3512) 56.7 38.8 33.3 34.9 34.9 24.9 22.4 18.9 8.8 7.0 7.8 7.5 30.4

金融資産
保有経験無

(10039) 34.4 26.3 19.4 20.3 19.2 12.0 12.8 8.0 4.1 3.2 2.4 2.8 53.5

(3147) 77.0 68.5 72.7 67.0 61.6 58.4 52.9 53.5 34.4 33.3 32.1 27.8 3.9

(904) 79.5 68.4 68.9 67.7 64.2 55.6 51.8 51.5 27.9 29.0 26.5 21.7 4.2

TOTAL

種
類
別

現
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保有経験層

保有
未経験層

(%)
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7．投資信託全般に関する状況（全体） 

（2）毎月分配型投資信託への魅力有無〔Q23:単数回答〕 

〔図 7-5〕 

● 毎月分配型投資信託の魅力度は、TOP2(魅力を感じる計)が26.2%と前回を僅かに上回る。 
   〔図7-5〕 ＊今回の変動は調査パネル変更の影響も考えられる 
 

● 投信保有状況別では、投信現在保有層でTOP2(42.9%)が高い。〔図7-7〕 
 

● 投信現在保有層の年代別では、30代でTOP2(49.8%)が最も高いが、20代も48.7％と僅差で 
   高く、20・30代での魅力度が高い様子。〔図7-8〕 

〔図 7-6〕 

n= (%)

2019年 (20000) 26.2 41.2

2018年 (20000) 23.2 35.9

2017年 (20000) 21.3 40.8

TOP2
(魅力を

感じる計)

BOTTOM2
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やや
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(20000) 26.2 41.2

男性 (9948) 27.8 39.6

女性 (10052) 24.7 42.7

20代 (2610) 30.3 38.9

30代 (3187) 30.3 37.7

40代 (4030) 27.1 40.4

50代 (3361) 22.3 43.3

60代 (3721) 22.5 44.9

70代 (3091) 26.0 40.7

100万円未満 (742) 16.6 50.3

～300万円未満 (3115) 23.7 44.4

～500万円未満 (4631) 28.1 39.7

～1000万円未満 (6043) 33.5 35.1

1000万円以上 (1778) 31.4 34.7

TOTAL

性
別

年
代
別

世
帯
年
収
別

6.8

7.7

5.9

7.5

6.7

7.0

5.9

6.2

7.8

5.0

6.4

7.3

8.5

8.7

19.4

20.1

18.8

22.8

23.6

20.1

16.5

16.3

18.2

11.6

17.3

20.8

25.0

22.8

32.6

32.6

32.6

30.8

31.9

32.4

34.4

32.6

33.3

33.2

31.9

32.3

31.4

33.9

11.7

10.7

12.6

10.3

10.2

11.1

11.5

13.3

13.3

9.7

12.0

12.5

11.7

12.0

29.5

28.8

30.2

28.6

27.5

29.4

31.8

31.6

27.4

40.6

32.4

27.2

23.4

22.7
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7．投資信託全般に関する状況（全体） 

（2）毎月分配型投資信託への魅力有無〔Q23:単数回答〕 

〔図 7-7〕 

〔図 7-8〕 

〔図 7-9〕 

(4452) 42.9 24.3

20代 (390) 48.7 22.6

30代 (646) 49.8 25.7

40代 (855) 42.8 25.8

50代 (763) 39.4 25.6

60代 (976) 38.3 26.1

70代 (822) 43.3 19.1

年
代
別

投
資
信
託
現
在
保
有
層

TOTAL 14.7

17.2

15.0

14.5

13.0

14.3

15.3

28.2

31.5

34.8

28.3

26.5

24.0

28.0

32.8

28.7

24.5

31.3

35.0

35.6

37.6

11.8

8.2

11.0

11.5

10.7

14.7

11.9

12.5

14.4

14.7

14.4

14.8

11.5

7.2

(1824) 66.4 9.3

20代 (130) 80.8 6.2

30代 (216) 77.3 9.3

40代 (312) 70.2 6.1

50代 (296) 66.6 9.1

60代 (428) 60.3 12.1

70代 (442) 60.2 9.7

(1450) 61.2 9.1

(1220) 55.2 12.52018年 TOTAL

2017年 TOTAL

現
在
保
有
層
　
年
代
別

毎
月
分
配
型
投
資
信
託

2019年 TOTAL 27.5

37.7

34.7

28.8

25.3

26.2

22.9

18.8

14.8

38.9

43.1

42.6

41.3

41.2

34.1

37.3

42.5

40.4

24.3

13.1

13.4

23.7

24.3

27.6

30.1

29.7

32.4

6.8

5.4

5.6

4.2

5.7

9.8

7.5

7.4

9.3

2.5

0.8

3.7

1.9

3.4

2.3

2.3

1.7

3.1

n= (%)

TOP2
(魅力を

感じる計)

BOTTOM2
(魅力を

感じない計)

(20000) 26.2 41.2

現在保有層 (4452) 42.9 24.3

保有経験層
(現在非保有)

(1997) 33.5 33.2

金融資産
保有経験有

(3512) 25.3 42.5

金融資産
保有経験無

(10039) 17.7 49.8

(3147) 44.1 24.9

(904) 45.5 20.8

TOTAL

保
有
状
況
別

投
資
信
託

種
類
別

現
在
保
有

投
資
信
託

保有層・
保有経験層

保有
未経験層

株式投資信託保有層

その他投資信託保有層

6.8

14.7

8.2

5.4

3.5

15.4

14.6

19.4

28.2

25.3

19.9

14.2

28.7

30.9

32.6

32.8

33.2

32.2

32.6

31.0

33.7

11.7

11.8

13.3

13.6

10.6

11.9

11.5

29.5

12.5

19.9

28.9

39.1

13.0

9.3

魅力を
感じる

やや
魅力を
感じる

どちらとも
いえない

あまり
魅力を
感じない

魅力を
感じない
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7．投資信託全般に関する状況（全体） 

（3）毎月分配型投資信託商品の魅力点(毎月分配型魅力者) 
 〔Q24：重複回答〕 

〔図 7-12〕 

〔図 7-10〕 

● 毎月分配型投資信託の魅力点では、「分配金を受け取ることで安心できる」(62.0%)、「毎月 
   利益を確定したい」(55.0%)が上位。 「分配金を受け取ることで安心できる」 は前回に比べて 
   4.8ポイント増加。〔図7-10〕 ＊今回の変動は調査パネル変更の影響も考えられる 
 

● 年代別でみると、60・70代では「分配金で年金補完」が高く、毎月分配型投資信託に魅力を 
   感じている人のうち、4人に1人が評価している様子。〔図7-11〕 

〔図 7-11〕 
(5244) 62.0 55.0 20.7 4.3 0.3

男性 (2766) 60.8 55.9 22.5 4.3 0.5

女性 (2478) 63.3 54.1 18.6 4.2 0.2

20代 (791) 54.1 61.2 17.4 4.8 0.5

30代 (967) 63.1 57.7 18.8 3.9 0.1

40代 (1093) 62.3 59.5 18.9 4.9 0.3

50代 (750) 63.7 52.1 18.9 4.5 0.4

60代 (838) 65.6 50.8 24.7 3.7 0.5

70代 (805) 62.7 46.8 25.7 3.5 0.4

100万円未満 (123) 50.4 57.7 16.3 2.4 0.8

～300万円未満 (738) 63.8 54.2 22.8 3.9 0.3

～500万円未満 (1300) 62.2 56.8 19.6 3.5 0.3

～1000万円未満 (2025) 62.8 53.5 21.2 4.2 0.4

1000万円以上 (559) 61.2 56.7 23.6 6.4 0.2

TOTAL

性
別

年
代
別

世
帯
年
収
別

(5244) 62.0 55.0 20.7 4.3 0.3

現在保有層 (1909) 62.9 50.3 25.9 4.9 0.5

保有経験層
(現在非保有)

(669) 67.1 47.2 20.9 4.5 0.4

金融資産
保有経験有

(890) 63.5 58.0 19.1 3.3 0.2

金融資産
保有経験無

(1776) 58.4 61.5 15.7 4.0 0.2

TOTAL

保
有
状
況
別

投
資
信
託

保有層・
保有経験層

保有
未経験層

n=

分配金を受け取る
ことで安心できるの
で

毎月利益を確定し
たいので

一部払戻し分配金
で年金収入を補完
する上で活用できる

毎月分配型投資
信託の他に魅力的
な商品がなかった

その他

2019年 (5244) 62.0 55.0 20.7 4.3 0.3

2018年 (4631) 57.2 56.9 15.9 4.5 0.6

2017年 (4254) 56.2 59.8 17.2 5.0 0.3

(%)
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7．投資信託全般に関する状況（全体） 

（3）毎月分配型投資信託商品の魅力点(毎月分配型魅力者) 
 〔Q24：重複回答〕 

〔図 7-13〕 

〔図 7-14〕 

n=

分配金を受け取る
ことで安心できるの
で

毎月利益を確定し
たいので

一部払戻し分配金
で年金収入を補完
する上で活用できる

毎月分配型投資
信託の他に魅力的
な商品がなかった

その他

(1909) 62.9 50.3 25.9 4.9 0.5

20代 (190) 62.1 54.7 25.8 2.6 0.5

30代 (322) 66.1 48.8 23.6 5.0 0.3

40代 (366) 61.2 57.1 24.6 6.6 0.3

50代 (301) 64.1 50.8 18.6 6.0 0.3

60代 (374) 62.0 51.1 29.7 4.3 0.5

70代 (356) 62.1 41.3 31.5 3.9 0.8

年
代
別

投
資
信
託
現
在
保
有
層

TOTAL

(%)

n=

分配金を受け取る
ことで安心できるの
で

毎月利益を確定し
たいので

一部払戻し分配金
で年金収入を補完
する上で活用できる

毎月分配型投資
信託の他に魅力的
な商品がなかった

その他

(1212) 61.6 51.4 29.3 5.3 0.5

20代 (105) 54.3 58.1 30.5 3.8 1.0

30代 (167) 64.7 56.9 31.1 6.0 0.6

40代 (219) 63.9 55.3 26.0 7.8 0.5

50代 (197) 61.4 50.8 20.3 4.1 0.5

60代 (258) 62.0 51.6 31.4 5.0 0.4

70代 (266) 60.5 42.5 35.0 4.5 0.4

(888) 55.5 53.0 26.5 7.1 0.7

(673) 58.5 48.0 26.3 8.6 1.5

現
在
保
有
層
　
年
代
別

毎
月
分
配
型
投
資
信
託

2019年 TOTAL

2017年 TOTAL

2018年 TOTAL

(%)
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7．投資信託全般に関する状況（全体） 

（4）毎月分配型投資信託商品の非魅力点(毎月分配型非魅力者) 
 〔Q25：重複回答〕 

〔図 7-17〕 

〔図 7-15〕 

〔図 7-16〕 
※選択肢「分配金額が変動する場合があるので」「分配金は元本の一部が払い戻される場合があるので」は2018年より聴取 

● 毎月分配型投資信託の非魅力点は、「基準価額が下がる」(25.6%)が最も高く、前回に比べて 
   9.7ポイント増加。「元本の一部が払い戻される場合がある」も5.3ポイント増加。〔図7-15〕  
     ＊今回の変動は調査パネル変更の影響も考えられる 

● 年代別では、「基準価額が下がる」が若年層ほど高い傾向。「分配金は必要ない」は70代で 
   やや低い。〔図7-16〕 
● 世帯年収別では、「分配金が少ない」「分配金額が変動する場合がある」以外は年収が高いほど 
   各項目も高くなる傾向。〔図7-16〕 
● 投信現在保有層を年代別でみると、20代～40代では、「長期投資に合わないので」「複利効果 
   が得られないので」が高い。〔図7-18〕 

n=

分配金の額だけ
基準価額が
下がるので

分配金は
必要ではない
ので

長期投資に
合わないので

分配金が
少ないので

分配金は
元本の一部が
払い戻される
場合があるので

複利効果が
得られないので

分配金額が
変動する場合が
あるので

その他

2019年 (8232) 25.6 19.8 18.4 17.9 14.8 13.6 12.1 12.6

2018年 (7175) 15.9 20.7 15.8 15.8 9.5 10.2 11.5 26.7

2017年 (8164) 19.7 25.5 21.4 13.5 － 13.3 － 24.3

(%)

(8232) 25.6 19.8 18.4 17.9 14.8 13.6 12.1 12.6

男性 (3936) 28.1 21.7 20.3 18.9 16.0 16.9 8.8 11.5

女性 (4296) 23.2 18.1 16.7 17.0 13.7 10.5 15.2 13.5

20代 (1016) 29.9 22.9 16.5 18.2 9.9 11.7 9.9 10.6

30代 (1203) 27.3 21.5 20.8 18.5 12.2 14.2 10.5 8.4

40代 (1630) 28.3 19.5 17.5 18.3 13.9 14.9 12.0 11.0

50代 (1456) 24.6 20.1 16.6 16.8 14.6 13.5 12.6 12.6

60代 (1669) 23.4 19.4 18.3 17.6 18.3 13.8 12.8 15.4

70代 (1258) 20.8 16.5 21.1 18.3 18.1 12.4 14.2 16.3

100万円未満 (373) 27.9 16.4 13.9 15.8 8.8 8.0 11.5 19.6

～300万円未満 (1382) 21.5 17.9 18.8 20.9 13.6 11.0 11.5 16.5

～500万円未満 (1837) 24.2 19.2 19.1 18.8 15.2 14.8 12.5 12.1

～1000万円未満 (2123) 25.0 20.4 20.1 18.3 18.2 16.9 11.8 9.5

1000万円以上 (617) 31.8 26.4 23.7 15.7 21.9 23.3 13.1 6.3

TOTAL

性
別

年
代
別

世
帯
年
収
別

(8232) 25.6 19.8 18.4 17.9 14.8 13.6 12.1 12.6

現在保有層 (1082) 35.0 27.3 33.5 16.4 40.9 41.2 8.5 2.0

保有経験層
(現在非保有)

(664) 29.1 16.1 20.2 27.3 24.2 19.6 10.4 5.6

金融資産
保有経験有

(1491) 20.9 17.0 20.9 18.4 13.6 12.3 14.0 12.7

金融資産
保有経験無

(4995) 24.4 19.5 14.2 16.9 8.3 7.1 12.6 15.7

TOTAL

保
有
状
況
別

投
資
信
託

保有層・
保有経験層

保有
未経験層
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7．投資信託全般に関する状況（全体） 

（4）毎月分配型投資信託商品の非魅力点(毎月分配型非魅力者) 
 〔Q25：重複回答〕 

〔図 7-19〕 

〔図 7-18〕 

※選択肢「分配金額が変動する場合があるので」「分配金は元本の一部が払い戻される場合があるので」は2018年より聴取 

n=

分配金の額だけ
基準価額が
下がるので

分配金は
必要ではない
ので

長期投資に
合わないので

分配金が
少ないので

分配金は
元本の一部が
払い戻される
場合があるので

複利効果が
得られないので

分配金額が
変動する場合が
あるので

その他

(1082) 35.0 27.3 33.5 16.4 40.9 41.2 8.5 2.0

20代 (88) 31.8 42.0 47.7 11.4 36.4 54.5 8.0 1.1

30代 (166) 33.1 34.9 45.2 12.0 40.4 51.8 5.4 1.8

40代 (221) 38.9 29.0 35.3 12.2 34.8 44.8 6.8 2.3

50代 (195) 27.7 26.2 29.2 13.8 35.4 37.4 7.7 2.1

60代 (255) 37.6 23.5 25.1 18.4 47.1 36.5 9.4 2.4

70代 (157) 38.2 15.9 29.9 29.3 49.7 29.9 14.0 1.9

年
代
別

投
資
信
託
現
在
保
有
層

TOTAL

(%)

n=

分配金の額だけ
基準価額が
下がるので

分配金は
必要ではない
ので

長期投資に
合わないので

分配金が
少ないので

分配金は
元本の一部が
払い戻される
場合があるので

複利効果が
得られないので

分配金額が
変動する場合が
あるので

その他

(169) 46.7 21.9 21.3 23.1 56.8 33.7 17.2 2.4

20代 (8) 0.0 37.5 37.5 0.0 37.5 50.0 12.5 0.0

30代 (20) 50.0 35.0 35.0 20.0 55.0 45.0 5.0 5.0

40代 (19) 42.1 15.8 10.5 15.8 31.6 31.6 5.3 10.5

50代 (27) 44.4 25.9 18.5 14.8 44.4 25.9 33.3 3.7

60代 (52) 50.0 19.2 17.3 19.2 63.5 34.6 13.5 0.0

70代 (43) 53.5 16.3 23.3 41.9 72.1 30.2 23.3 0.0

(132) 51.5 27.3 25.8 25.8 － 35.6 － 1.5

(152) 38.8 19.1 17.8 28.3 50.0 28.9 13.8 2.0

現
在
保
有
層
　
年
代
別

毎
月
分
配
型
投
資
信
託

2019年 TOTAL

2018年 TOTAL

2017年 TOTAL

(%)
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n=

少額から利用できる
こと

長い時間をかけて
資産運用したい人
に向いていること

つみたてNISA・確
定拠出年金等の税
制優遇制度でも活
用できる

自動引き落としが
利用できそのつど申
し込む必要がない

ドル・コスト平均法
の効果が得られるこ
と

その他に知っている
内容

積立投資プランがあ
ることを知らない

2019年 (20000) 43.1 22.8 19.2 18.7 13.5 0.1 46.7

2018年 (20000) 39.6 18.1 － 14.5 8.2 0.2 53.1

(%)

7．投資信託全般に関する状況（全体） 

（5）積立投資プランの内容認知 〔Q20：重複回答〕 

〔図 7-22〕 

〔図 7-20〕 

● 積立投資プランについていずれかの内容認知率は、全体で53.3%と半数以上になる。 
     具体的には、「少額から利用できる」(43.1%)が特に高く、以下「長い時間をかけて資産運用したい 
   人向き」「つみたてNISA・確定拠出年金等でも活用可能」「自動引き落としが利用可能」が20％ 
     前後で続く。〔図7-20〕 
 

●  年代が高いほど認知率が高くなる項目が多いが、「ドル・コスト平均法の効果が得られる」は若年層の 
    認知がやや高い。〔図7-21〕 

〔図 7-21〕 

「積立投資プラン」の認知率2019年53.3%／2018年:46.9%(赤枠内のいずれかの特徴を知っている人) 
※選択肢「つみたてNISA・確定拠出年金等の税制優遇制度でも活用できる」は2019年より聴取 

(20000) 43.1 22.8 19.2 18.7 13.5 0.1 46.7

男性 (9948) 44.8 25.0 19.9 20.7 18.3 0.2 43.6

女性 (10052) 41.4 20.6 18.4 16.6 8.7 0.0 49.6

20代 (2610) 37.2 18.0 16.0 14.9 12.2 0.0 52.5

30代 (3187) 42.4 21.6 18.3 17.5 15.7 0.1 48.0

40代 (4030) 41.6 19.8 18.1 18.0 14.9 0.1 47.3

50代 (3361) 42.8 20.5 19.5 19.5 13.5 0.1 47.8

60代 (3721) 45.5 26.2 20.1 20.0 12.8 0.1 44.1

70代 (3091) 48.1 30.1 22.7 21.3 11.3 0.2 41.3

100万円未満 (742) 29.2 13.6 8.1 11.3 8.6 0.4 62.5

～300万円未満 (3115) 39.6 21.2 17.3 15.6 10.1 0.1 51.6

～500万円未満 (4631) 46.0 23.2 19.8 18.1 12.7 0.0 44.6

～1000万円未満 (6043) 49.7 27.0 22.9 22.8 17.2 0.1 37.4

1000万円以上 (1778) 53.2 32.4 27.8 30.3 24.8 0.2 31.6

TOTAL

性
別

年
代
別

世
帯
年
収
別

(20000) 43.1 22.8 19.2 18.7 13.5 0.1 46.7

現在保有層 (4452) 69.0 44.0 36.9 42.9 34.8 0.2 14.1

保有経験層
(現在非保有)

(1997) 59.4 38.5 25.8 25.4 20.6 0.2 21.8

金融資産
保有経験有

(3512) 42.2 21.8 18.6 14.6 9.5 0.0 48.1

金融資産
保有経験無

(10039) 28.7 10.5 10.2 8.0 4.0 0.1 65.5

TOTAL

保
有
状
況
別

投
資
信
託

保有層・
保有経験層

保有
未経験層
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n=

投資に伴うリスク
を軽減する方法
の一つであること

一定金額で同
一の商品を買い
付けていく方法
であること

結果として平均
買付金額を引き
下げる効果が期
待できること

リスクを軽減する
ための「時間の
分散」が図れる
こと

つみたてNISA・確
定拠出年金等の
税制優遇制度でも
活用できる

その他に知って
いる内容

内容は知らない
が、名前は聞い
たことがある

ドル・コスト平均
法があることを知
らない

2019年 (20000) 22.0 16.9 14.4 14.0 10.8 0.1 6.6 60.1

2018年 (20000) 14.3 10.4 8.6 8.7 － 0.2 7.5 69.6

2017年 (20000) 12.5 9.2 8.0 － － 0.1 8.0 71.3

(%)

「ドル・コスト平均法」の内容認知率2019年：33.4%／2018年：22.9%／2017年：20.7%(赤枠内のいずれ
かの特徴を知っている人) 
※内容認知率には、「財形貯蓄や確定拠出年金で活用できること」2017年(5.9%)、2018年(6.4%) 
「長時間かけて資産形成をしたい人に向いている投資方法」2017年(8.8%)を含む 

7．投資信託全般に関する状況（全体） 

（6）ドル・コスト平均法の内容認知 〔Q21：重複回答〕 
 

〔図 7-25〕 

〔図 7-23〕 

● ドル・コスト平均法は、前回に比べて「あることを知らない」(60.1%)が9.5ポイント減少し、 
   認知率は40％程度。内容では、「投資のリスク軽減法の一つ」(22.0%)が最も高く、 
     前回に比べて7.7ポイント増加。〔図7-23〕 ＊今回の変動は調査パネル変更の影響も考えられる 
 

● 世帯年収が高いほど「あることを知らない」は低くなり、各項目の認知率も増加傾向。〔図7-24〕 
 

● 投信現在保有層は他層に比べてどの項目も高いが、中でも「投資のリスク軽減法の一つ」が 
     最も高い。〔図7-25〕 

〔図 7-24〕 
※選択肢「リスクを軽減するための「時間の分散」が図れること」は2018年より聴取、「つみたてNISA・確定拠出年金等の税制優遇制度でも活用できる」は2019年より聴取 

(20000) 22.0 16.9 14.4 14.0 10.8 0.1 6.6 60.1

男性 (9948) 28.4 22.1 19.2 18.5 12.3 0.1 6.9 52.2

女性 (10052) 15.6 11.8 9.6 9.6 9.4 0.0 6.3 67.8

20代 (2610) 18.6 13.5 12.0 10.9 9.2 0.1 7.2 63.4

30代 (3187) 22.8 17.0 15.5 14.6 11.5 0.0 6.4 58.9

40代 (4030) 23.1 17.5 14.1 14.7 10.7 0.1 7.4 57.7

50代 (3361) 23.5 17.4 14.7 14.7 11.4 0.1 6.1 59.6

60代 (3721) 22.7 18.6 15.6 14.7 10.5 0.1 5.7 60.8

70代 (3091) 20.1 16.5 13.9 13.5 11.5 0.2 6.8 61.1

100万円未満 (742) 12.1 11.2 7.8 7.5 5.7 0.3 5.0 74.9

～300万円未満 (3115) 17.0 12.9 11.2 10.8 8.3 0.1 6.4 67.6

～500万円未満 (4631) 20.9 15.6 13.1 12.6 10.1 0.1 6.8 60.8

～1000万円未満 (6043) 28.1 21.6 18.5 17.9 13.4 0.1 6.8 50.5

1000万円以上 (1778) 37.9 31.4 27.4 26.9 19.9 0.1 6.8 41.2

TOTAL

性
別

年
代
別

世
帯
年
収
別

(20000) 22.0 16.9 14.4 14.0 10.8 0.1 6.6 60.1

現在保有層 (4452) 48.5 39.6 36.8 33.8 26.8 0.2 6.9 25.5

保有経験層
(現在非保有)

(1997) 33.8 27.9 23.3 22.5 14.6 0.1 8.9 37.2

金融資産
保有経験有

(3512) 20.5 14.9 11.0 11.5 8.2 0.1 7.9 60.4

金融資産
保有経験無

(10039) 8.4 5.4 3.9 4.4 3.9 0.0 5.5 79.8

TOTAL

保
有
状
況
別

投
資
信
託

保有層・
保有経験層

保有
未経験層
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7．投資信託全般に関する状況（全体） 

（6）ドル・コスト平均法の内容認知 〔Q21：重複回答〕 
 

〔図 7-26〕 2018年度結果 年代別、世帯年収別 

n=

投資に伴うリスクを
軽減する方法の一
つであること

一定金額で同一の
商品を買い付けて
いく方法であること

リスクを軽減するた
めの「時間の分散」
が図れること

結果として平均買
付金額を引き下げ
る効果が期待でき
ること

財形貯蓄や確定
拠出年金で活用で
きること

その他に知っている
内容

内容は知らない
が、名前は聞いたこ
とがある

ドル・コスト平均法
があることを知らな
い

(20000) 14.3 10.4 8.7 8.6 6.4 0.2 7.5 69.6

男性 (9929) 18.6 13.3 11.5 11.4 7.8 0.2 7.4 64.2

女性 (10071) 10.0 7.5 5.9 5.8 5.1 0.1 7.7 75.0

20代 (2712) 13.2 7.7 7.0 6.7 5.6 0.0 6.7 74.3

30代 (3295) 14.7 10.1 9.0 8.6 6.6 0.1 6.3 71.9

40代 (4036) 13.6 9.8 8.5 8.1 6.6 0.1 6.6 72.2

50代 (3239) 14.6 10.2 8.8 8.5 7.2 0.1 7.6 69.3

60代 (3818) 13.9 11.5 9.4 9.4 5.9 0.3 8.5 66.7

70代 (2900) 15.7 12.7 9.2 9.9 6.5 0.3 9.6 63.1

100万円未満 (879) 10.7 7.7 6.3 5.9 4.1 0.1 6.1 76.9

～300万円未満 (3169) 11.2 8.5 6.2 6.9 5.3 0.1 7.8 71.5

～500万円未満 (4248) 15.3 11.1 8.9 8.5 6.5 0.1 8.5 67.1

～1000万円未満 (4421) 20.4 15.3 13.7 13.3 9.5 0.1 8.2 60.4

1000万円以上 (1073) 29.5 22.3 19.0 19.6 13.4 0.2 7.6 50.1

2018年　TOTAL

性
別

年
代
別

世
帯
年
収
別

(%)
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7．投資信託全般に関する状況（全体） 

（7）投資信託運用会社に対する考え〔Q17：重複回答〕 

〔図 7-27〕 

● 投資信託の運用会社選択では「運用会社より商品内容を重視したい」(17.8%)、 
     「高い運用成績を上げていればどこでも良い」(16.6%)が上位２項目。「高い運用成績を上げて 
   いればどこでも良い」は前回に比べて5.9ポイント増加し、「販売会社系列を選びたい」(5.4%)は 
   5.2ポイント減少。〔図7-27〕 ＊今回の変動は調査パネル変更の影響も考えられる 
 

● 投信現在保有層は、「運用会社より商品内容を重視したい」「高い運用成績を上げていれば 
   どこでも良い」が他層に比べて高い。 〔図7-29〕 

〔図 7-28〕 

〔図 7-29〕 

※選択肢「販売会社を通さず、運用会社から直接購入したい」は2019年より聴取 

n=

運用会社よりも
商品内容を
重視したい

高い運用成績を
上げていれば
どこでも良い

販売会社の
系列の運用会社
を選びたい

販売会社を通さ
ず、運用会社から
直接購入したい

販売会社の
系列とは別の
運用会社を
選びたい

外資系の
運用会社を
選びたい

わからない・
特にない

2019年 (20000) 17.8 16.6 5.4 4.1 2.6 2.1 63.2

2018年 (20000) 15.0 10.7 10.6 － 3.0 2.8 67.7

2017年 (20000) 11.6 8.3 14.2 － 3.1 4.8 69.2

(%)

(20000) 17.8 16.6 5.4 4.1 2.6 2.1 63.2

男性 (9948) 20.6 22.7 6.4 5.1 3.6 2.3 54.9

女性 (10052) 15.1 10.6 4.3 3.1 1.6 1.8 71.5

20代 (2610) 15.0 16.0 5.3 3.7 2.8 3.4 65.8

30代 (3187) 18.2 16.3 5.8 3.7 3.1 3.1 63.1

40代 (4030) 17.0 16.6 5.0 4.6 2.8 2.6 62.9

50代 (3361) 16.4 15.4 4.3 3.9 1.9 1.1 66.0

60代 (3721) 18.1 17.4 5.5 4.4 2.2 1.1 62.8

70代 (3091) 22.1 18.1 6.5 4.3 2.9 1.4 59.2

100万円未満 (742) 9.0 10.9 3.4 4.3 1.2 1.3 76.7

～300万円未満 (3115) 15.2 14.2 4.3 3.7 2.2 1.8 68.4

～500万円未満 (4631) 18.7 17.4 6.0 3.8 2.6 2.1 61.5

～1000万円未満 (6043) 22.4 20.9 6.7 4.8 3.2 2.4 54.4

1000万円以上 (1778) 26.3 25.0 8.0 6.5 4.2 3.3 45.9

TOTAL

性
別

年
代
別

世
帯
年
収
別

(20000) 17.8 16.6 5.4 4.1 2.6 2.1 63.2

現在保有層 (4452) 37.0 35.7 9.7 7.0 5.6 3.1 27.3

保有経験層
(現在非保有)

(1997) 25.2 27.1 9.3 7.4 4.1 3.3 40.6

金融資産
保有経験有

(3512) 16.0 13.4 4.6 4.2 2.0 1.5 68.2

金融資産
保有経験無

(10039) 8.5 7.2 2.9 2.2 1.2 1.6 82.0

(3147) 41.2 38.6 10.8 7.6 6.5 3.2 22.0

(904) 32.5 33.0 8.3 6.3 4.9 3.1 30.8

TOTAL

保
有
状
況
別

投
資
信
託

保有層・
保有経験層

保有
未経験層

種
類
別

現
在
保
有

投
資
信
託

株式投資信託保有層

その他投資信託保有層
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7．投資信託全般に関する状況（全体） 

（8）投資信託購入の際の、運用会社の重視点〔Q18：重複回答〕 
 

〔図 7-30〕 

● 運用会社の重視点では、「運用実績」(43.2%)、「資本力」(25.1%)、「知名度」(21.7%)が上位。   
     「知名度」「アフターサービス」は前回よりやや減少。〔図7-30〕 ＊今回の変動は調査パネル変更の影響も考えられる 
 

● 年代別でみると、「運用実績」は年代が高くなるほど増加する傾向。〔図7-31〕 
 

● 投信保有状況別では、投信現在保有層・保有経験層で「運用実績」が他層に比べて高い傾向。 
   〔図7-32〕 

〔図 7-31〕 

〔図 7-32〕 

※選択肢「情報提供力」は2018年より聴取 

n=

運用実績 資本力 知名度 運用体制 アフター
サービス

情報
提供力

商品
開発力

グループ力 その他 わからな
い・特にな
い

2019年 (20000) 43.2 25.1 21.7 16.6 14.8 13.5 10.9 9.7 0.4 42.5

2018年 (20000) 41.3 27.3 27.2 15.5 19.5 13.1 8.9 11.2 0.4 42.0

2017年 (20000) 34.3 26.3 17.9 14.9 19.8 － 9.3 9.5 0.3 49.1

(%)

(20000) 43.2 25.1 21.7 16.6 14.8 13.5 10.9 9.7 0.4 42.5

男性 (9948) 45.3 24.7 20.9 17.0 12.2 13.8 11.6 10.2 0.5 39.6

女性 (10052) 41.0 25.6 22.4 16.2 17.4 13.3 10.1 9.1 0.3 45.4

20代 (2610) 35.1 24.0 26.2 16.4 16.1 13.4 8.0 11.1 0.2 46.1

30代 (3187) 42.6 28.3 25.5 20.3 18.1 14.7 9.8 11.6 0.2 41.1

40代 (4030) 43.0 26.0 21.1 18.3 15.9 14.6 9.5 9.7 0.4 41.4

50代 (3361) 43.4 22.0 17.3 16.6 13.7 12.9 10.2 7.6 0.4 44.9

60代 (3721) 45.6 24.2 19.0 14.8 12.6 12.8 13.7 9.0 0.5 42.7

70代 (3091) 47.5 26.1 22.5 13.1 12.6 12.6 13.4 9.3 0.6 39.5

100万円未満 (742) 26.8 15.5 16.7 13.5 12.4 10.6 6.7 6.2 1.2 57.8

～300万円未満 (3115) 38.5 22.7 19.5 15.0 15.2 13.7 10.3 8.8 0.5 47.3

～500万円未満 (4631) 45.8 26.6 24.0 16.9 15.4 13.3 10.8 9.4 0.4 39.5

～1000万円未満 (6043) 51.2 29.9 25.2 18.8 16.3 15.3 12.4 11.7 0.3 32.8

1000万円以上 (1778) 55.2 28.6 23.5 22.4 16.1 16.3 16.6 13.4 0.7 28.3

TOTAL

性
別

年
代
別

世
帯
年
収
別

(20000) 43.2 25.1 21.7 16.6 14.8 13.5 10.9 9.7 0.4 42.5

現在保有層 (4452) 63.3 34.5 26.5 21.8 12.3 17.5 18.1 14.1 0.5 16.0
保有経験層
(現在非保有)

(1997) 59.9 30.2 26.1 18.9 13.4 14.9 14.9 13.0 0.9 20.6
金融資産
保有経験有

(3512) 46.0 26.1 21.8 18.1 16.7 15.1 10.8 9.1 0.6 41.9
金融資産
保有経験無

(10039) 29.9 19.6 18.6 13.4 15.5 11.0 6.9 7.2 0.2 58.8

(3147) 66.5 37.1 28.5 23.3 12.0 19.1 19.5 15.2 0.5 12.1

(904) 63.4 31.9 22.6 21.1 13.5 15.7 18.1 13.2 0.6 16.7

TOTAL

保
有
状
況
別

投
資
信
託

保有層・
保有経験層

保有
未経験層

種
類
別

現
在
保
有

投
資
信
託

株式投資信託保有層

その他投資信託保有層
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7．投資信託全般に関する状況（全体） 

（9）投資信託のコスト特徴認知状況〔Q27:重複回答〕 
 

〔図 7-33〕 

● 投資信託にかかるコストの特徴認知については、「購入時手数料がかかる」(41.4%)が最も高く、 
   「購入時手数料は販売会社に支払われる」(23.1%)、「販売会社により購入時手数料が異なる 
   場合がある」(19.9%)、「保有中、運用管理費用がかかる」(19.2%)、「購入時手数料がかから 
    ない投信がある」(17.8%)が上位で続く。〔図7-33〕 
 

● 認知上位項目では、年代、世帯年収が高くなるにつれて認知率も高くなるものが多いが、 
   「購入時手数料がかからない投信がある」は年代での違いはみられない。〔図7-34〕 
 

● 投資信託の保有未経験(金融資産保有経験無)層では、どの特徴も知らない人が68.3%と 
   高い。〔図7-35〕 

n=

投資信託を
購入するとき
に、購入時
手数料がか
かる

購入時手数
料は証券会
社・銀行等の
販売会社に
支払われる

販売会社に
よって購入時
手数料が異
なる場合があ
る

投資信託の
保有中、運
用管理費用
（信託報
酬）がかかる

購入時手数
料がかからな
い投資信託
がある（ノー
ロードファン
ド）

運用管理費
用（信託報
酬）は投資
信託財産か
ら日々差し
引かれる

解約時に信
託財財産留
保額がかかる
投資信託が
ある

信託財産留
保額は換金
事務手数料
を賄う意味で
徴収、信託
財産に留保
される

信託財産留
保額は販売
会社や運用
会社などが受
け取る手数
料ではない

色々なコスト
があり、内容
がよくわからな
い／この中で
知っているも
のはない

2019年 (20000) 41.4 23.1 19.9 19.2 17.8 12.2 10.1 6.1 4.4 46.8

(%)

n=

購入時手数
料は販売会社
に支払う費用
である

同じ投信でも
販売会社で購
入時手数料が
異なる場合あ
り

投資信託を保
有している期
間中は運用管
理費用がかか
る

運用管理費
用は投資信託
財産から支払
われている

運用管理費
用料率等は交
付目論見書や
運用報告書に
記載

購入／解約
時に信託財産
留保額が徴収
されることがあ
る

運用管理費
用は運用／販
売会社、受託
銀行に支払わ
れる

信託財産留
保額は信託財
産に留保され
る

内容がよくわか
らない／この中
で知っているも
のはない

2018年 (20000) 26.9 18.8 14.7 9.2 7.5 6.2 5.0 3.8 64.0

2017年 (20000) 25.9 17.7 14.2 9.2 7.5 6.0 4.9 3.4 64.9

(%)

【参考】2018年、2017年 

※2018年までは投資信託の「手数料」の認知、2019年は投資信託の「コスト」の認知を聴取。 
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7．投資信託全般に関する状況（全体） 

（9）投資信託のコスト特徴認知状況〔Q27:重複回答〕 
 

〔図 7-34〕 

〔図 7-35〕 

n=

投資信託を
購入するとき
に、購入時
手数料がか
かる

購入時手数
料は証券会
社・銀行等の
販売会社に
支払われる

販売会社に
よって購入時
手数料が異
なる場合があ
る

投資信託の
保有中、運
用管理費用
（信託報
酬）がかかる

購入時手数
料がかからな
い投資信託
がある（ノー
ロードファン
ド）

運用管理費
用（信託報
酬）は投資
信託財産か
ら日々差し
引かれる

解約時に信
託財財産留
保額がかかる
投資信託が
ある

信託財産留
保額は換金
事務手数料
を賄う意味で
徴収、信託
財産に留保
される

信託財産留
保額は販売
会社や運用
会社などが受
け取る手数
料ではない

色々なコスト
があり、内容
がよくわからな
い／この中で
知っているも
のはない

(20000) 41.4 23.1 19.9 19.2 17.8 12.2 10.1 6.1 4.4 46.8

男性 (9948) 44.4 26.7 23.2 23.7 22.0 15.4 12.5 8.0 5.7 41.8

女性 (10052) 38.5 19.6 16.7 14.7 13.6 9.1 7.9 4.4 3.0 51.8

20代 (2610) 25.6 14.0 13.3 11.3 15.5 8.7 6.4 4.1 3.3 58.1

30代 (3187) 32.2 17.9 16.9 16.3 19.1 11.3 8.7 6.0 4.5 51.7

40代 (4030) 37.9 20.3 18.4 17.3 19.4 11.1 10.0 6.3 5.3 48.0

50代 (3361) 42.3 22.6 21.2 19.1 18.1 12.6 10.1 6.5 4.8 47.2

60代 (3721) 50.6 28.8 23.2 23.6 18.0 13.6 11.9 6.5 4.1 41.2

70代 (3091) 57.0 33.5 25.6 26.2 15.5 15.6 13.1 7.0 3.8 37.1

100万円未満 (742) 29.0 12.1 11.1 10.9 11.9 5.3 5.0 2.4 2.0 60.8

～300万円未満 (3115) 39.4 19.7 17.6 16.6 14.1 8.8 8.1 4.2 3.0 51.7

～500万円未満 (4631) 42.4 23.7 19.0 18.7 16.9 11.6 9.5 5.5 3.6 45.9

～1000万円未満 (6043) 47.6 27.2 23.3 22.8 22.5 15.4 12.1 7.7 5.2 37.7

1000万円以上 (1778) 53.1 36.3 33.7 31.4 30.1 22.5 18.9 13.1 10.0 30.7

TOTAL

性
別

年
代
別

世
帯
年
収
別

(%)

(20000) 41.4 23.1 19.9 19.2 17.8 12.2 10.1 6.1 4.4 46.8

現在保有層 (4452) 72.5 51.3 43.1 46.0 46.7 30.4 27.2 17.4 11.7 11.6

保有経験層
(現在非保有)

(1997) 64.0 37.5 31.3 31.7 24.3 19.8 15.6 8.3 5.1 19.4

金融資産
保有経験有

(3512) 43.2 20.1 17.1 16.1 11.4 8.7 6.1 3.4 2.4 45.7

金融資産
保有経験無

(10039) 22.6 8.8 8.4 5.9 5.8 3.9 2.9 1.7 1.7 68.3

(3147) 73.9 53.6 46.2 49.0 52.7 33.4 30.7 20.2 13.9 9.0

(904) 74.8 53.4 42.0 47.5 39.5 29.1 23.1 13.8 8.0 10.0

TOTAL

保
有
状
況
別

投
資
信
託

保有層・
保有経験層

保有
未経験層

種
類
別

現
在
保
有

投
資
信
託

株式投資信託保有層

その他投資信託保有層
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末尾添付資料：調査票 
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添付資料：調査票 

＜Q2聴取対象：金融資産保有経験者(Q1=1)＞ 

＜Q3聴取対象：投資信託現在保有者(Q2=1)＞ 
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添付資料：調査票 

＜Q4聴取対象：投資信託現在保有者(Q2=1)＞ 

＜Q5聴取対象：投資信託現在保有者(Q2=1)＞ 
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添付資料：調査票 

＜Q6聴取対象：投資信託現在保有者(Q2=1)＞ 
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添付資料：調査票 

＜Q7聴取対象：現在保有している投資信託の種類回答者(Q6=1～9のいずれか回答)＞ 
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添付資料：調査票 

＜Q8聴取対象：投資信託保有経験者(Q2=1～2)＞ 
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添付資料：調査票 

＜Q9聴取対象：投資信託保有経験者(Q2=1～2)＞ 
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添付資料：調査票 

＜Q10聴取対象：投資信託保有経験者(Q2=1～2)＞ 
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添付資料：調査票 

＜Q11聴取対象：投資信託保有経験者(Q2=1～2)＞ 
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添付資料：調査票 

＜Q13聴取対象：投資信託保有経験者(Q2=1～2)＞ 
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添付資料：調査票 

＜Q14聴取対象：投資信託保有経験者(Q2=1～2)＞ 
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添付資料：調査票 

＜Q15聴取対象：投資信託保有経験者(Q2=1～2)＞ 
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添付資料：調査票 

＜Q16聴取対象：投資信託保有経験者(Q2=1～2)＞ 
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添付資料：調査票 
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添付資料：調査票 

＜Q19聴取対象：投資信託現在保有者(Q2=1)＞ 
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添付資料：調査票 

＜Q22聴取対象：投資信託現在保有者(Q2=1)＞ 

＜Q24聴取対象：毎月分配型投資信託に魅力を感じる層(Q23=1～2)＞ 
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添付資料：調査票 

＜Q25聴取対象：毎月分配型投資信託に魅力を感じていない層(Q23=3～5)＞ 

＜Q26聴取対象：投資信託現在保有者(Q2=1)＞ 
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添付資料：調査票 
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添付資料：調査票 

＜Q28聴取対象：投資信託保有未経験者 (Q2=3,Q1=2)＞ 
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添付資料：調査票 

＜Q29聴取対象：投資信託保有未経験者 (Q2=3,Q1=2)＞ 
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添付資料：調査票 
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添付資料：調査票 


	投資信託に関するアンケート調査��報　告　書
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	スライド番号 23
	スライド番号 24
	スライド番号 25
	スライド番号 26
	スライド番号 27
	スライド番号 28
	スライド番号 29
	スライド番号 30
	スライド番号 31
	スライド番号 32
	スライド番号 33
	スライド番号 34
	スライド番号 35
	スライド番号 36
	スライド番号 37
	スライド番号 38
	スライド番号 39
	スライド番号 40
	スライド番号 41
	スライド番号 42
	スライド番号 43
	スライド番号 44
	スライド番号 45
	スライド番号 46
	スライド番号 47
	スライド番号 48
	スライド番号 49
	スライド番号 50
	スライド番号 51
	スライド番号 52
	スライド番号 53
	スライド番号 54
	スライド番号 55
	スライド番号 56
	スライド番号 57
	スライド番号 58
	スライド番号 59
	スライド番号 60
	スライド番号 61
	スライド番号 62
	スライド番号 63
	スライド番号 64
	スライド番号 65
	スライド番号 66
	スライド番号 67
	スライド番号 68
	スライド番号 69
	スライド番号 70
	スライド番号 71
	スライド番号 72
	スライド番号 73
	スライド番号 74
	スライド番号 75
	スライド番号 76
	スライド番号 77
	スライド番号 78
	スライド番号 79
	スライド番号 80
	スライド番号 81
	スライド番号 82
	スライド番号 83
	スライド番号 84
	スライド番号 85
	スライド番号 86
	スライド番号 87
	スライド番号 88
	スライド番号 89
	スライド番号 90
	スライド番号 91
	スライド番号 92
	スライド番号 93
	スライド番号 94
	スライド番号 95
	スライド番号 96
	スライド番号 97
	スライド番号 98
	スライド番号 99
	スライド番号 100
	スライド番号 101
	スライド番号 102
	スライド番号 103
	スライド番号 104
	スライド番号 105
	スライド番号 106
	スライド番号 107
	スライド番号 108
	スライド番号 109
	スライド番号 110
	挿入元ファイル:"【報告書】表紙.pdf"
	投資信託に関するアンケート調査��報　告　書


